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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は、１９９６年８月の国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）において勧告化された

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６３．５に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
な し 

 

３．改版の履歴 
 

 版 数 制  定  日 改 版 内 容 

 第１版 １９９７年４月２３日 ＪＴ－Ｉ３６３廃止に伴う制定 

    

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
（１）参照する主な勧告、標準等 

ＴＴＣ標準 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 

：ＪＴ－Ｉ３６１ 

：Ｘ．２００，Ｘ．２１０ 

 

（２）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３（平成５年１１月２６日制定）は廃止となり、記載されていた内容は、 

ＪＴ－Ｉ３６３．１、ＪＴ－Ｉ３６３．３、ＪＴ－Ｉ３６３．５に分冊化して記述されている。 
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１．標準の範囲

　本標準は、ＡＡＬタイプ５、ＡＡＬタイプ５共通部と上位レイヤ間の相互動作、ＡＡＬタイプ５共通部

とＡＴＭレイヤ間の相互動作、そしてＡＡＬタイプ５共通部の同位間動作を規定する。本標準は、ＡＡＬ

タイプ５のサービスが提供される場合において、広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）ま

たは広帯域ＩＳＤＮ網ノードインタフェース（ＮＮＩ）へ接続する装置に適用する。

２．参照

　本標準では、参照する形式として日付をつけたりつけなかったりすることにより、他の発行物を取り入

れている。これらの参照は本文中の適当な場所にて引用され、その発行物は以下に示されている。日付つ

きの参照では、これらの発行物の将来のどんな改訂あるいは修正も、本標準への適用にあたっては、本標

準の改訂あるいは修正により取り入れられる場合にのみ適用される。日付無しの参照では、発行物の最新

版を適用する。

[1] TTC 標準 JT-I361 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭレイヤ仕様

[2] ITU-T 勧告 X.200 ＩＴＵ－Ｔアプリケーションのための開放型システム相互接続（ＯＳＩ）参照モ

デル

[3] ITU-T 勧告 X.210 ＯＳＩレイヤサービス規約

３．定義

　本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００[2]およびＸ．２１０[3]で規定された原則に基づいている。本標準

で使用されるデータユニット命名規約の詳細は、付属資料Ａ／ＪＴ－Ｉ３６３．５に記述する。

４．略語

AAL ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ

AAL-SAP AAL Service Access Point ＡＡＬサービスアクセスポイント

AAL-SDU AAL Service Data Unit ＡＡＬサービスデータユニット

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

ATM-SDU ATM Service Data Unit ＡＴＭサービスデータユニット

AUU ATM User-to-ATM UserIndication ＡＴＭユーザ間表示

CPCS Common Part Convergence Sublayer ＣＳ共通部

CPCS-CI CPCS Congestion Indication ＣＰＣＳ輻輳表示

CPCS-IDU CPCS Interface Data Unit ＣＰＣＳインタフェースデータユニット

CPCS-LP CPCS Loss Priority ＣＰＣＳ損失優先度

CPCS-PDU CPCS Protocol Data Unit ＣＰＣＳプロトコルデータユニット

CPCS-SDU CPCS Service Data Unit ＣＰＣＳサービスデータユニット

CPCS-UU CPCS User-to-User Indication ＣＰＣＳユーザ間表示

CPI Common Part Indicator 共通部種別表示

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査

CS Convergence Sublayer コンバージェンスサブレイヤ

ID Interface Data インタフェースデータ

Length Length of CPCS-PDU Payload ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長

LSB Least Significant Bit 最下位ビット
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M More 継続

MM Message Mode メッセージモード

MSB Most Significant Bit 最上位ビット

NNI Network Node Interface 網ノードインタフェース

PAD Padding パディング

QOS Quality of Service サービス品質

RS Reception Status 受信状態

SAR Segmentation and Reassembly(Sublayer) 分割／組立（サブレイヤ）

SAR-CI SAR Congestion Indication ＳＡＲ輻輳表示

SAR-LP SAR Loss Priority ＳＡＲ損失優先度

SAR-PDU SAR Protocol Data Unit ＳＡＲプロトコルデータユニット

SAR-SDU SAR Service Data Unit ＳＡＲサービスデータユニット

SM Streaming Mode ストリーミングモード

SSCS Service Specific Convergence Sublayer ＣＳサービス依存部

SSCS-PDU SSCS Protocol Data Unit ＳＳＣＳプロトコルデータユニット

UNI User Network Interface ユーザ・網インタフェース

５．規約

　ＡＡＬタイプ５は、ＡＴＭレイヤから４８オクテットのＡＴＭサービスデータユニット（ＡＴＭ－ＳＤ

Ｕ）として情報を受け取る。ＡＡＬはＡＴＭレイヤへ情報を４８オクテットのＡＴＭ－ＳＤＵとして引き

渡す。ＡＴＭレイヤとＡＡＬタイプ５の間のプリミティブの定義については、標準ＪＴ－Ｉ３６１[1]を参

照のこと。
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６．ＡＡＬタイプ５の構成

コンバージェンスサブレイヤ（ＣＳ）は、図１／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示すように、コンバージェンス

サブレイヤ（ＣＳ）共通部（ＣＰＣＳ）とコンバージェンスサブレイヤサービス依存部（ＳＳＣＳ）にさ

らに分けられている。ＣＰＣＳとＳＡＲサブレイヤはＡＡＬタイプ５の共通部と呼ぶ。さらに詳しい定義

は、付属資料Ｂ／ＪＴ－Ｉ３６３．５を参照のこと。

ＳＡＰ

図１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５の構造

(ITU-T I.363.5)

　特定のＡＡＬユーザサービス、またはサービス群を実現するために、異なるＳＳＣＳプロトコルを定義

してもよい。またＳＳＣＳは、存在しなくてもよい。ただし、この場合でもＡＡＬのプリミティブからそ

れと等価なＣＰＣＳのプリミティブへ、または逆へとマッピングする。ＳＳＣＳプロトコルは、別の標準

により規定する。

　ＡＡＬタイプ５は、ＡＴＭ網を介して、一つのＡＡＬ－ＳＡＰから別のＡＡＬ－ＳＡＰへＡＡＬ－ＳＤ

Ｕを転送する能力を有する（図２／ＪＴ－Ｉ３６３．５を参照）。ＡＡＬユーザは、ＡＡＬ－ＳＤＵを転

送するため、必要とするＱＯＳ（たとえば低遅延・低損失ＱＯＳ）と関連した特定のＡＡＬ－ＳＡＰを選

択する能力を有する。

　非確認型動作のＡＡＬタイプ５は、ＡＴＭ網を介してＡＡＬ－ＳＤＵを、一つのＡＡＬ－ＳＡＰから複

数のＡＡＬ－ＳＡＰへ転送する能力を有する（図３／ＪＴ－Ｉ３６３．５を参照）。

プリミティブ

ＣＳサービス依存部

（存在しなくてもよい） ＳＳＣＳ

ＳＡＰ

ＡＡＬ

プリミティブ

ＳＡＰ

ＳＡＲ（共通）

ＣＳ共通部共通部

ＣＳ

ＳＡＲ

ＣＰＣＳ

ＣＳ　　：コンバージェンスサブレイヤ

ＣＰＣＳ：コンバージェンスサブレイヤ共通部

ＳＡＲ　：分割／組立サブレイヤ

ＳＡＰ　：サービスアクセスポイント

ＳＳＣＳ：コンバージェンスサブレイヤサービス依存部

凡例
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図２／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ポイント・ポイントＡＡＬコネクション

(ITU-T I.363.5)

　ＡＴＭ

図 3／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ポイント・マルチポントＡＡＬコネクション

(ITU-T I.363.5)

　ＡＡＬタイプ５は、下層であるＡＴＭレイヤにより提供されるサービスを利用する（図４／ＪＴ－Ｉ３

６３．５を参照）。多重化されたＡＡＬコネクションは、単一のＡＴＭレイヤコネクションと関連づけて

もよく、この場合ＡＡＬ層にて多重化する。しかしながら、もし多重化がＡＡＬタイプ５にて行われる場

合は、それはＳＳＣＳにて行われる。ＡＡＬユーザは、データ転送用のＡＡＬ－ＳＡＰを選択することに

より、ＡＡＬタイプ５により提供されるＱＯＳを選択する。

ポイント・ポイントＡＴＭレイヤコネクション

ＡＡＬ－ＳＡＰ ＡＡＬ－ＳＡＰ

ＡＡＬコネクション

ＡＡＬ

ＡＴＭ

ＡＡＬ－エンティティ ＡＡＬ－エンティティ

AAL-SAP

(受信側)

AAL-SAPAAL-SAP

ＡＡＬコネクション

ＡＡＬ－エンティティ ＡＡＬ－エンティティ ＡＡＬ－エンティティ

(送信側) (受信側)

ポイント・マルチポイントＡＴＭレイヤコネクション

ＡＡＬ
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注１）多重化がＡＡＬで行われている場合、ＳＳＣＳにて行われる。

注２）多重化がＡＡＬで行われている場合、どのようにＡＡＬ－ＳＡＰのＱＯＳをＡＴＭ－ＳＡＰのＱＯ

Ｓにマッピングするかは、今後の検討課題である。

図４／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬ－ＳＡＰとＡＴＭ－ＳＡＰの関係

(ITU-T I.363.5)

７．ＡＡＬタイプ５共通部により提供されるサービス

　ＡＡＬタイプ５共通部は、ＡＴＭ網を介して、一つのＣＰＣＳユーザからもう一方のＣＰＣＳユーザへ、

あるいは、ＡＡＬタイプ５が非確認型モードで動作するときには一つ以上のＣＰＣＳユーザへＣＰＣＳ－

ＳＤＵを転送する能力を有する。

メッセージモードとストリーミングモードの２つのサービスモードを定義する。

i）メッセージモードサービス：ＣＰＣＳサービス・データ・ユニット（ＣＰＣＳ－ＳＤＵ）は、ＣＰＣＳ

インタフェースを介して、一つのＣＰＣＳインタフェースデータユニット（ＣＰＣＳ－ＩＤＵ）を使って

送られる。このサービスにより、ただ一つのＣＰＣＳ―ＰＤＵ内に唯一のＣＰＣＳ－ＳＤＵを転送するこ

とができる。

ii）ストリーミングモードサービス：ＣＰＣＳ－ＳＤＵは、ＣＰＣＳインタフェースを介して、一つまたは

それ以上のＣＰＣＳ－ＩＤＵを使って送られる。これらのＣＰＣＳインタフェースを介したＣＰＣＳ－Ｉ

ＤＵの転送は、それぞれ時間的にずらして送ることができる。このサービスにより、一つのＣＰＣＳ－Ｓ

ＤＵＰＤＵ内に唯一のＣＰＣＳ－ＳＤＵがに属するすべてのＣＰＣＳ－ＩＤＵを、一つのＣＰＣＳ－ＰＤ

Ｕとしての転送をすることができる。ＣＰＣＳの内部パイプライニング機能を適用することができ、これ

により、送出側のＣＰＣＳエンティティは、利用可能な完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵを受け取る前に、受信側

のＣＰＣＳエンティティに対する送出を開始することができる。ストリーミングモードサービスは、ＣＰ

ＣＳインタフェースを介して途中まで転送されているＣＰＣＳ－ＳＤＵの廃棄を要求する、アボートサー

ビスを含む。

下位のＡＴＭ

レイヤサービスの

利用

ＡＡＬユーザへの

サービス

（ＱＯＳ２)（注２）

AAL-SAP１ AAL-SAP２ AAL-SAP3

（ＱＯＳ１)（注２） （ＱＯＳ3)

（注１）

ＡＴＭ－ＳＡＰｎ

ＡＡＬレイヤ

ＡＴＭレイヤ

ＡＴＭ－ＳＡＰｍ
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　どちらのサービスモードも非確認型同位間動作手順を提供してもよい：

・完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵ、セル損失を含むＣＰＣＳ―ＳＤＵ、あるいは誤りデータを含むＣＰＣＳ－Ｓ

ＤＵが配信されてもよい。

・損失あるいは誤りデータを含むＣＰＣＳ－ＳＤＵは再送による訂正をしない。誤りデータを含むＣＰＣ

Ｓ－ＳＤＵをユーザに配信するオプションを提供してもよい。

・フロー制御をオプションとして提供してもよいが、今後の検討課題である。

注）確認型動作が必要な場合は、ＳＳＣＳあるいは上位レイヤにより提供されねばならない。

ＣＰＣＳは以下の特徴のサービスを持つ。

・１オクテットから６５５３５オクテットまでの任意の長さのユーザデータフレームの非確認型転送

・ＣＰＣＳコネクションはマネージメントプレーンあるいはコントロールプレーンによって確立される。

・エラー検出とオプションの表示（ビット誤り、およびまたは、セル損失またはセル誤挿入）

・各ＣＰＣＳコネクションにおけるＣＰＣＳ－ＳＤＵの転送順序保存

　付属資料Ｃ／ＪＴ－Ｉ３６３．５に含まれているＡＡＬタイプ５の機能モデルは、ＳＡＲ、ＣＰＣＳ、

ＳＳＣＳの各サブレイヤ、およびＳＡＲ、ＣＰＣＳプリミティブの相関関係を示す。

7.1　ＡＡＬタイプ５のプリミティブ

　これらのプリミティブはサービスに依存しており、ＳＳＣＳプロトコルは別の標準により規定する。

ＳＳＣＳは、存在しなくてもよい。ただし、この場合でもＡＡＬのプリミティブから等価なＣＰＣＳの

プリミティブへ、あるいはその逆へとマッピングする。この場合、ＡＡＬへのプリミティブはＣＰＣＳへ

のプリミティブ（節７．２参照）と等価である。ただし、ＳＡＰでのプリミティブの呼称法に従って、Ａ

ＡＬ－ユニットデータ－要求、ＡＡＬ－ユニットデータ－表示 、ＡＡＬ－Ｕ－アボート－要求、ＡＡＬ－

Ｕ－アボート－表示、ＡＡＬ－Ｐ－アボート－表示として認識される。

7.2　ＡＡＬタイプ５のＣＰＣＳのプリミティブ

　ＡＡＬタイプ５のサブレイヤ間にはサービス・アクセス・ポイント（ＳＡＰ）が存在しないので、ＳＡ

Ｐがないことを特に示すために、従来の“要求（ｒｅｑｕｅｓｔ）”や“表示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）”

の代わりに、“起動（ｉｎｖｏｋｅ）”や“通知（ｓｉｇｎａｌ）”といったプリミティブの呼称を使う。
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7.2.1　データ転送サービスのプリミティブ

　これらのプリミティブにはＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動およびＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知が

ある。これらのプリミティブはデータ転送に使われる。以下にパラメータの定義を示す。

・インタフェースデータ（ＩＤ）

　このパラメータは、ＣＰＣＳエンティティとＳＳＣＳエンティティ間でやり取りされるインタフェース

データユニットを示す。インタフェースデータの大きさは、１オクテットの整数倍である。ＣＰＣＳがメッ

セージモードサービスで動作している場合には、インタフェースデータは完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵに対応

する。ストリーミングモードサービスで動作している場合には、インタフェースデータは必ずしも完全な

ＣＰＣＳ－ＳＤＵに対応している必要はない。

・継続（Ｍ）

　メッセージモードサービスではこのパラメータは使われない。ストリーミングモードサービスでは、こ

のときやり取りされているインタフェースデータの内容が、ＣＰＣＳ－ＳＤＵの先頭部／継続部であるか、

ＣＰＣＳ－ＳＤＵの終了部／単一のＣＰＣＳ－ＳＤＵであるかをこのパラメータが示す。

・ ＣＰＣＳ損失優先度（ＣＰＣＳ－ＬＰ）

このパラメータは、当該するＣＰＣＳ－ＳＤＵの損失優先度を示す。このパラメータは高優先と低優先

の２つの値のみを取り得る。ストリーミングモードにおいては、一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最初の

起動プリミティブにはこのパラメータは必須であり、それ以外のプリミティブには存在しない。受信側で

はこのパラメータは一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最後の通知プリミティブにのみ存在する。本パラ

メータはＳＡＲ－ＬＰパラメータ上にマッピングされる。このパラメータは一般にエンド・エンドで意味

を持つものではない。

・ ＣＰＣＳ輻輳表示（ＣＰＣＳ－ＣＩ）

　このパラメータは、当該するＣＰＣＳ－ＳＤＵが輻輳の履歴を持っているか否かを示す。ストリーミン

グモードにおいては、一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最初の起動プリミティブにはこのパラメータは必

須であり、それ以外のプリミティブには存在しない。受信側ではこのパラメータは一つのＣＰＣＳ－ＳＤ

Ｕに関する最後の通知プリミティブにのみ存在する。本パラメータはＳＡＲ－ＣＩパラメータ上にマッピ

ングされる。

・ ＣＰＣＳユーザ間表示（ＣＰＣＳ－ＵＵ）

　このパラメータは、同位ＣＰＣＳユーザ間でＣＰＣＳにより透過的に転送される。ストリーミングモー

ドにおいては、一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最後の起動プリミティブにはこのパラメータは必須であ

り、それ以外のプリミティブには存在しない。受信側ではこのパラメータは一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに関

する最後の通知プリミティブにのみ存在する。

・受信状態（ＲＳ）

　このパラメータは、当該するＣＰＣＳ－ＳＤＵに誤りが含まれている可能性があることを示す。誤りデー

タ配信オプションが使われている場合にのみ使用される。ストリーミングモードにおいては、一つのＣＰ

ＣＳ－ＳＤＵに関する最後の起動プリミティブにのみこのパラメータは存在する。
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　サービスモードによって（メッセージモードサービスかストリーミングモードサービスか、誤りを含む

データを廃棄するか配信するか）は、必ずしも全てのパラメータが必要というわけではない。その関係を

表１／ＪＴ－Ｉ３６３．５にまとめる。

表１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＣＰＣＳ－ユニットデータプリミティブのパラメータ

（ITU-T I.363.5）

パラメータ タイプ メッセージ

モードサー

ビス

ストリーミ

ングモード

サービス

コ　メ　ン　ト

インタフェース

データ（ＩＤ）

起動

通知

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ全体または一部

Ｍ＝０ ＣＰＣＳ－ＳＤＵの終り

Ｍ＝１ ＣＰＣＳ－ＳＤＵの終りで

継続（Ｍ） 起動

通知

－

－

Ｍ

Ｍ

はない

ＣＰＣＳ損失優先度

（ＣＰＣＳ－ＬＰ）

起動

通知

Ｍ

Ｍ

Ｍ１

Ｍ２

ＡＴＭレイヤのＣＬＰフィールドに

マッピングされる

ＣＰＣＳ－ＬＰ＝１　高優先

ＣＰＣＳ－ＬＰ＝０　低優先

ＣＰＣＳ輻輳表示

（ＣＰＣＳ－ＣＩ）

起動

通知

Ｍ

Ｍ

Ｍ１

Ｍ２

ＡＴＭレイヤの輻輳表示パラメータ

にマッピングされる

ＣＰＣＳ―ＣＩ＝１　輻輳履歴あり

ＣＰＣＳ－ＣＩ＝０　輻輳履歴なし

ＣＰＣＳユーザ間表示

（ＣＰＣＳ－ＵＵ）

起動

通知

Ｍ

Ｍ

Ｍ２

Ｍ２

ＣＰＣＳによって透過的に転送され

る

受信状態（ＲＳ）

（注１）

起動

通知

－

Ｍ

－

Ｍ２

誤りを含むデータであることの表示

Ｍ　：　必須

Ｍ１：　あるＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最初の起動プリミティブに対して必須／その他はなし

Ｍ２：　あるＣＰＣＳ－ＳＤＵに関する最後の起動または通知プリミティブに対して必須／その他はなし

－　：　なし

（注１）誤りデータ配信オプションがサポートされていない場合は無し
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7.2.2　アボートサービスのためのプリミティブ

　これらのプリミティブはストリーミングモードサービスにおいて使用される。

ａ）ＣＰＣＳ－Ｕ－アボート－起動およびＣＰＣＳ－Ｕ－アボート－通知

　これらのプリミティブは、送信側のＣＰＣＳユーザがアボートサービスを起動し、途中まで転送された

ＣＰＣＳ－ＳＤＵを同位エンティティの指示により廃棄しなければならないことを受信側のＣＰＣＳユー

ザに通知する場合に使用される。パラメータは定義されていない。

　このプリミティブはメッセージモードでは使用されない。

ｂ）ＣＰＣＳ－Ｐ－アボート－通知

　このプリミティブは、途中まで転送されたＣＰＣＳ－ＳＤＵをＣＰＣＳあるいはその下位部の何らかの

エラー検出により廃棄しなければならないことを、ＣＰＣＳエンティティがユーザに通知する場合に使用

される。パラメータは定義されていない。

　このプリミティブはメッセージモードでは使用されない。

7.3　ＡＡＬタイプ５のＳＡＲサブレイヤのプリミティブ

　これらのプリミティブは、ＳＡＲサブレイヤとＣＰＣＳ間の情報のやり取りをモデル化するものである。

　ＡＡＬタイプ５のサブレイヤ間にはＳＡＰが存在しないので、ＳＡＰがないことを特に示すために、従

来の“要求（ｒｅｑｕｅｓｔ）”と“表示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）”の代わりに“起動（ｉｎｖｏｋｅ）”

と“通知（ｓｉｇｎａｌ）”というプリミティブの呼称を使う。

7.3.1　データ転送サービスのためのプリミティブ

　これらのプリミティブには、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動およびＳＡＲ－ユニットデータ－通知があ

る。これらのプリミティブはデータ転送に使われる。以下にパラメータの定義を示す。

・インタフェースデータ（ＩＤ）

　このパラメータは、ＳＡＲとＣＰＣＳエンティティ間でやり取りされるインタフェースデータユニット

を指定する。インタフェースデータは、４８オクテットの整数倍である。インタフェースデータは必ずし

も完全なＳＡＲ－ＳＤＵを表すとは限らない。

・継続（Ｍ）

　このパラメータは、やり取りされるインタフェースデータがＳＡＲ－ＳＤＵの終了部を含むかどうかを

指定するパラメータである。

・ ＳＡＲ損失優先度（ＳＡＲ－ＬＰ）

　このパラメータは、当該するＳＡＲインタフェースデータの損失優先度を示す。このパラメータは高優

先と低優先の２つの値のみを取り得る。このパラメータはＡＴＭレイヤの送出損失優先度パラメータへ

マッピングされ、またＡＴＭレイヤの受信損失優先度パラメータからマッピングされる。

・ ＳＡＲ輻輳表示（ＳＡＲ－ＣＩ）

　このパラメータは、当該するＳＡＲインタフェースデータが輻輳の履歴を持っているか否かを示す。本

パラメータはＡＴＭレイヤの輻輳表示パラメータ上にマッピングされる。
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８．マネージメントプレーンおよびコントロールプレーンの相互関係

8.1　マネージメントプレーン

　今後の検討課題である。

8.2　コントロールプレーン

　ＳＡＲサブレイヤとＣＰＣＳにおいてはユーザプレーンとコントロールプレーンの間の相互関係は存在

しない。ＳＳＣＳには存在してもよいが、存在するとすればそれはＳＳＣＳプロトコルについての別の標

準の中で規定される。

９．ＡＡＬタイプ５の機能、構造、コーディング

9.1　分割／組立サブレイヤ（ＳＡＲ）

9.1.1　ＳＡＲサブレイヤの機能

　ＳＡＲサブレイヤの機能は、ＳＡＲ－ＰＤＵ単位に行う。ＳＡＲサブレイヤは、ＣＰＣＳからの４８オ

クテットの整数倍の可変長ＳＡＲ－ＳＤＵを受け入れ、４８オクテットのＳＡＲ－ＳＤＵデータを含むＳ

ＡＲ－ＰＤＵを生成する。

ａ）ＳＡＲ－ＳＤＵの保存

この機能は、「ＳＡＲ－ＳＤＵの終了部」表示を提供することにより、ＳＡＲ－ＳＤＵを保存する。

ｂ）輻輳情報の処理

　この機能は、ＳＡＲより上の（サブ）レイヤとＡＴＭレイヤの間で輻輳情報を双方向に通知する。

ｃ）セル損失優先度情報の処理

　この機能は、ＳＡＲより上の（サブ）レイヤとＡＴＭレイヤの間でセル損失優先度情報を双方向に通知

する。

9.1.2　ＳＡＲ－ＰＤＵの構成とコーディング

ＳＡＲサブレイヤは、ＳＡＲ－ＰＤＵがＳＡＲ－ＳＤＵの終了部を含むことを示すために、ＡＴＭレイ

ヤプリミティブのＡＴＭユーザ間表示（ＡＵＵ）パラメータ（ＡＵＵパラメータとＡＴＭレイヤＰＴＩコー

ディングの関係は標準ＪＴ－Ｉ３６１節２．２．４で定義されている）を利用する。ＡＵＵパラメータの

値が“１”であるＳＡＲ－ＰＤＵがＳＡＲ－ＳＤＵの終了部を示し、値“０”のＳＡＲ－ＰＤＵがＳＡＲ

－ＳＤＵの開始または継続部を示す。ＳＡＲ－ＰＤＵの構造を図５／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示す。
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図５／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５のＳＡＲ－ＰＤＵフォーマット

(ITU-T I.363.5)

9.2　コンバージェンスサブレイヤ（ＣＳ）

9.2.1　ＣＰＣＳの機能、構造、及び、コーディング

　サービス特性は第７章を参照のこと。

9.2.1.1　ＣＰＣＳの機能

　ＣＰＣＳの機能はＣＰＣＳ－ＰＤＵ毎に実行される。ＣＰＣＳは、ＣＰＣＳサービスユーザをサポート

するためのいくつかの機能を提供する。ＣＰＣＳサービスユーザに対して提供する機能は、ＣＰＣＳユー

ザがメッセージモードで動作中か、ストリーミングモードで動作中かによって異なる。

ⅰ）メッセージモードサービス

　ＣＰＣＳ－ＳＤＵは、ただ一つのＣＰＣＳ－ＩＤＵを使ってＣＰＣＳインタフェースを通過する。この

サービスは、一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵを一つのＣＰＣＳ－ＰＤＵで転送する機能を提供する。

ⅱ）ストリーミングモードサービス

　ＣＰＣＳ－ＳＤＵは、ＣＰＣＳインタフェースを介して、一つまたはそれ以上のＣＰＣＳ－ＩＤＵを使っ

て送られる。これらのＣＰＣＳインタフェースを介したＣＰＣＳ－ＩＤＵの転送は、それぞれ時間的にず

らして送ることができる。このサービスにより、一つのＣＰＣＳ－ＳＤＵに属するすべてのＣＰＣＳ－Ｉ

ＤＵを、一つのＣＰＣＳ－ＰＤＵとして転送することができる。ＣＰＣＳの内部パイプライニング機能を

適用することができ、これにより、送信側のＣＰＣＳエンティティは利用可能な完全なＣＰＣＳ－ＳＤＵ

を受け取る前に、受信側のＣＰＣＳエンティティに対する送出を開始することができる。ストリーミング

モードサービスは、ＣＰＣＳインタフェースを介して途中まで転送されているＣＰＣＳ－ＳＤＵの廃棄を

要求する、アボートサービスを含む。

（注）送信側では制限条件（インタフェースデータが４８オクテットの倍数である、節９．１．１参照）

を満足していない場合、ＣＰＣＳ－ＰＤＵの途中までをバッファリングさせてもよい。

PTセルヘッダ ＳＡＲ－ＰＤＵペイロード

ＳＡＲ－ＰＤＵ

ＰＴ：ペイロードタイプ （注）ペイロードタイプフィールドは、ＡＴＭ

ヘッダの一部である。ペイロードタイプ

フィールドはエンド・エンドのＡＵＵ

パラメータの値を運ぶ。
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　ＣＰＣＳが実現する機能としては以下のものがある。

ａ）ＣＰＣＳ－ＳＤＵの保存

　この機能は、ＣＰＣＳ－ＳＤＵの抽出と、透過的な転送を提供する。

ｂ）ＣＰＣＳユーザ間情報の保存

　この機能はＣＰＣＳユーザ間情報の透過的な転送を提供する。

ｃ）誤り検出とその処理

　この機能はＣＰＣＳ－ＰＤＵの誤りを検出・処理する機能である。誤りを含むＣＰＣＳ－ＳＤＵは、廃

棄されるか、または、オプションとしてＳＳＣＳに配信することも可能である。誤りを含むＣＰＣＳ－Ｓ

ＤＵの配信手順は、付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｉ３６３．５に定義されている。ＣＰＣＳユーザに対して誤りデー

タを配信する場合には、誤り表示も伴う。

　検出される誤りの例として以下のものを含む：バッファオーバフローを含む受信した情報の長さとＣＰ

ＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドとの不一致、ＣＰＣＳ－ＰＤＵの不適当なフォー

マット、ＣＰＣＳのＣＲＣ誤り。

ｄ）アボート

　一部分のみ送信されたＣＰＣＳ－ＳＤＵを途中廃棄する手段を提供する機能である。この機能は、ＣＰ

ＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドの中に示される。

ｅ）パディング

　パディング機能は、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラの４８オクテットアライメントを提供する。

ｆ）輻輳情報の取扱い

　この機能は、ＣＰＣＳより上の（サブ）レイヤとＳＡＲサブレイヤの間で輻輳情報を双方向に通知する。

ｇ）損失優先度情報の取扱い

　この機能は、ＣＰＣＳより上の（サブ）レイヤとＳＡＲサブレイヤの間でセル損失優先度情報を双方向

に通知する。

　上記以外の機能に関しては、今後の検討課題である。
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9.2.1.2　ＣＰＣＳ－ＰＤＵの構造、及び、コーディング

　ＣＰＣＳの機能は８オクテットのＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラによって実現される。ＣＰＣＳ－ＰＤＵト

レイラは、常にＣＰＣＳ－ＰＤＵの最後のＳＡＲ－ＰＤＵの最終８オクテットに配置される。それゆえ、

パディングフィールドはＣＰＣＳ－ＰＤＵの４８オクテット・アライメントを実現する。ＣＰＣＳ－ＰＤ

Ｕは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラ、及び、パディングフィールドとＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロードからなる。

ＣＰＣＳ－ＰＤＵの構造における各フィールドの大きさ及び位置を、図６／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示す。

PAD (Padding): CPCS パディング （0 ～47 ｵｸﾃｯﾄ ）

CPCS-UU (CPCS User-to-User Indication): CPCS ユーザ間表示 （1 ｵｸﾃｯﾄ）

CPI (Common Part Indicator): 共通部種別表示 （1 ｵｸﾃｯﾄ）

Length (Length of CPCS-PDU payload): CPCS-PDU ペイロード長 （2 ｵｸﾃｯﾄ）

CRC (Cyclic Redundancy Check) 巡回冗長検査 （4 ｵｸﾃｯﾄ）

図６／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５のＣＰＣＳ－ＰＤＵフォーマット

(ITU-T I.363.5)

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵのコーディングは標準ＪＴ－Ｉ３６１の節２．１に示されているコーディング規則に

従う。

ａ）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロードは、ＣＰＣＳ－ＳＤＵを転送するために用いられる。本フィールドはオク

テット単位にアライメントされ、その長さは１から６５５３５オクテットの値をとることができる。

ｂ）ＣＰＣＳパディング（ＰＡＤ）フィールド

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロードの最後とＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラの間には、０から４７オクテットの未

使用領域が存在する。これらの未使用領域を、ＣＰＣＳパディング（ＰＡＤ）フィールドと呼ぶ。このフィー

ルドは長さを調節するためにだけに使用され、何も情報は持たない。また、本フィールドはいかなるコー

ディングでもよい。このＣＰＣＳパディングフィールドによって、ＣＰＣＳ－ＰＤＵは（ＣＰＣＳ－ＰＤ

Ｕペイロード、ＣＰＣＳ－ＰＤＵパディングフィールド、そしてＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを含めて）４

８オクテットの整数倍となり完全なものとなる。

本ＣＰＣＳパディング（ＰＡＤ）フィールドの機能を、図７／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示す。

CPCS-PDU　トレイラ

CPCS-PDU

CPCS-PDU ペイロード (CPCS-SDU)

CPCS-UU

PAD CPCS-PDU

　トレイラ

CPI Length CRC
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図７／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＰＡＤフィールドの機能の例

(ITU-T I.363.5)

ｃ）ＣＰＣＳユーザ間表示（ＣＰＣＳ－ＵＵ）フィールド

　ＣＰＣＳユーザ間表示（ＣＰＣＳ－ＵＵ）フィールドは、透過的に転送されるＣＰＣＳユーザ間の情報

として使用される。

ｄ）共通部種別表示（ＣＰＩ）フィールド

　共通部種別表示（ＣＰＩ）フィールド機能の１つは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを６４ビットにアライ

ンする事である。その他の機能については、今後の検討課題である。可能な追加機能として、レイヤマネー

ジメント情報の表示が考えられる。６４ビットアライメント機能としてのみ使用する場合、本フィールド

は０でコーディングされなければならない。その他のコーディングについては、今後の検討課題である。

ｅ）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールド

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロードフィール

ドの長さ表示に使用される。ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長の値は、受信側において、情報の欠落及び誤

挿入を検出するためにも使用される。

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長は、オクテット数として二進数で表現される。

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長フィールドが０にコーディングされた場合、アボート機能として使用さ

れる。

ｆ）ＣＲＣフィールド

　ＣＲＣ－３２はＣＰＣＳ－ＰＤＵ内のビット誤りを検出するのに使用される。

　ＣＲＣフィールドは、ＣＲＣ演算値によって埋め尽くされる。本ＣＲＣ演算は、ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイ

ロード、ＣＰＣＳパディングフィールド、そしてＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラの最初の４バイトを含めたＣ

ＰＣＳ－ＰＤＵ全体の内容に対して実行される。ＣＲＣは、次の１）、２）項の合計値（モジュロ２）の

１の補数をとったものである。

４８オクテット４８オクテットの整数倍

CPCS トレイラCPCS ペイロード

CPCS ペイロード

CPCS ペイロード CPCS トレイラ

PAD フィールド

PAD=7+40 ｵｸﾃｯﾄ

PAD=0 ｵｸﾃｯﾄ

PAD

CPCS トレイラ

PAD=1 ｵｸﾃｯﾄ
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１）Ｘ
ｋ　

（Ｘ
３１

＋Ｘ
３０

＋…＋Ｘ＋１）を生成多項式で割り算（モジュロ２）した剰余。ここで、ｋはＣＲ

Ｃ演算対象の情報のビット数である。

２）ＣＲＣ演算対象の情報にＸ
３２

を乗じた後、生成多項式で割り算（モジュロ２）した剰余。

　ＣＲＣ－３２の生成多項式は以下の通りである。

G(X)=X３２+X２６+X２３+X２２+X１６+X１２+X１１+X１０+X８+X７+X５+X４+X２+X+1

　ＣＲＣ演算結果は、ＣＲＣフィールド内で最下位有効ビット（ＬＳＢ）を右づめにして置かれる。

　送信側での代表的な実現方法としては、割り算の剰余を計算する回路のレジスタの初期値を全て１に設

定し、続いてＣＲＣ演算対象の情報を生成多項式（前述の）で割り算する。剰余結果の１の補数は、ＣＲ

Ｃフィールドに格納される。

　受信側での代表的な実現方法としては、割り算の剰余を計算する回路のレジスタの初期値を全て１に設

定する。ＣＰＣＳ－ＰＤＵの直列入力にＸ
３２

を掛けた後、生成多項式で割り算（モジュロ２）した最後の

剰余結果は（誤りのない状態で）、以下のようになる。

C(X)=X３１+X３０+X２６+X２５+X２４+X１８+X１５+X１４+X１２+X１１+X１０+X８+X６+X５+X４+X３+X+1

　ＣＲＣ演算例を、付録１／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示す。

10．手順

　手順のＳＤＬ図を付属資料Ｄ／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示す。本節の記述と付属資料Ｄ／ＪＴ－Ｉ３６３．

５に示すＳＤＬ図で相違がある場合、ＳＤＬ図が優先される。

（注）実装においては、ＣＰＣＳサブレイヤとＳＡＲサブレイヤの間に、明示的に境界を設けてもよいし、

設けなくてもよい。

10.1　ＳＡＲサブレイヤの手順

　ＳＡＲ－ＰＤＵの構造とコーディングは、節９．１．２で定義されている。

10.1.1　送信側におけるＳＡＲサブレイヤの状態変数

ＳＡＲ送信部は、状態変数を持たない。

10.1.2　送信側におけるＳＡＲサブレイヤの手順

１）ＳＡＲ送信部は、ＣＰＣＳからＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブを受け取ると、分割処理

を開始しなければならない。もし、インタフェースデータの長さが４８オクテットより長ければ、ＳＡＲ

送信部は、２つ以上のＳＡＲ－ＰＤＵを生成する。全てのＳＡＲ－ＰＤＵのＳＡＲ－ＰＤＵペイロードは、

４８オクテットのＣＰＣＳ－ＰＤＵ情報で埋められなければならない。
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２）もし、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブのＭパラメータの値が“０”であれば、ＳＡＲ送

信部は、そのインタフェースデータから生成される最後のＳＡＲ－ＰＤＵに対して、ＡＴＭ－データ－要

求プリミティブのＡＵＵパラメータを“１”に設定する。他の全てのケースでは（すなわち、Ｍパラメー

タの値が“１”に設定されているか、もしくは、Ｍパラメータの値が“０”に設定されていても、ＡＴＭ

－データ－要求プリミティブがインタフェースデータから生成される最後のデータを含まない場合）、こ

のビットは“０”に設定する。

３）すべてのＡＴＭ－データ－要求プリミティブの中の“送出損失優先度”及び“輻輳表示”パラメータ

は、受信した各々のＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブの中のＳＡＲ－ＬＰ及びＳＡＲ－ＣＩパ

ラメータと同一値にしなければならない。

10.1.3　受信側におけるＳＡＲの状態変数

　ＳＡＲ受信部は、状態変数を持たない。

10.1.4　受信側におけるＳＡＲの手順

１）ＳＡＲ受信部は、ＡＴＭ－データ－表示プリミティブを受け取ると４８オクテットのＳＡＲ－ＰＤＵ

ペイロードをＣＰＣＳに送信する。もし、ＡＴＭ－データ－表示プリミティブの中のＡＵＵパラメータが

“１”に設定されている場合、Ｍパラメータを“０”に設定する。他は全てＭパラメータを“１”に設定

する。

２）全てのＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの中のＳＡＲ－ＣＩ及びＳＡＲ－ＬＰパラメータ

は受信した各々のＡＴＭ－データ－表示プリミティブの中の“輻輳表示”及び“受信損失優先度”パラメー

タと同一値にしなければならない。

10.2　メッセージモードサービスにおけるＣＰＣＳの手順

　ＣＰＣＳ－ＰＤＵの構造とコーディングは節９．２．１．２で定義されている。

10.2.1　送信側におけるＣＰＣＳの状態変数

　ＣＰＣＳ送信部は状態変数を持たない。

10.2.2　メッセージモードサービスにおけるＣＰＣＳ送信部の手順

　ＣＰＣＳ送信部は、ＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動プリミティブを受け取ると、節９．２．１．２に

示す様にＣＰＣＳ－ＰＤＵを組み立て、Ｍパラメータを“０”に設定したＳＡＲ－ユニットデータ－起動

プリミティブの中にそのＣＰＣＳ－ＰＤＵを含めて、ＳＡＲサブレイヤへ送信する。ＳＡＲ－ＬＰ及びＳ

ＡＲ－ＣＩパラメータは、各々のＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動プリミティブの中のＣＰＣＳ－ＬＰ及

びＣＰＣＳ－ＣＩパラメータの値に設定される。ＣＰＣＳ－ＵＵフィールドはＣＰＣＳ－ＵＵパラメータ

の値に割り当てられる。



- 17 - ＪＴ－Ｉ３６３．５

10.2.3　受信側におけるＣＰＣＳの状態変数

　ＣＰＣＳ受信部は以下の状態変数を持っている。

　ｒｃｖ＿ＬＰ

　変数ｒｃｖ＿ＬＰは初めに“０”に設定され、新たなＣＰＣＳ－ＰＤＵを受信するたびにリセットされ

る。いずれかのＳＡＲ－ＬＰパラメータが“１”に設定された場合、この変数は“１”に設定される。こ

れはＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブ内のＣＰＣＳ－ＬＰパラメータを設定するために用い

る。

10.2.4　受信側におけるＣＰＣＳの手順

　以下の手順は、誤りを含むデータを受信側ＣＰＣＳユーザに配信しない場合の、ＣＰＣＳ受信部の手順

を示したものである。誤りデータ配信オプションは付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｉ３６３．５で定義する。

　ＣＰＣＳ受信部は以下のパラメータを持っている。

　Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ

　このパラメータはＣＰＣＳユーザへ配信されるＳＤＵの最大サイズのオクテット数を示している。受信

側では、このパラメータの値は配信される前のそれぞれのＣＰＣＳ－ＳＤＵ長と比較される。Ｍａｘ＿Ｓ

ＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈよりも長いＣＰＣＳ－ＳＤＵはいずれも廃棄され、そのイベントは

レイヤマネージメントに報告される。このパラメータは１～６５５３５のいずれの整数でも良く、それは

マネージメントプレーンにより設定される。

（注) この手順の記述によりＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを処理する前に、組立バッファへ４７オクテット

までのＰＡＤフィールドをコピーしてもよい。

１）ＣＰＣＳ受信部がＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブをＳＡＲサブレイヤから受け取ったと

き、それはインタフェースデータを組立バッファにコピーしなくてはならない。もしＳＡＲ－ＬＰパラメー

タが“１”に設定されていれば、変数ｒｃｖ＿ＬＰもまた“１”に設定される。

２）もしＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの継続（Ｍ）パラメータが“１”でＣＰＣＳ－ＳＤ

Ｕの組立バッファ内の受信オクテット数が“Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ”パラメー

タの値に７を加えた値よりも大きければ、ＣＰＣＳ受信部は組立バッファ内の全ての情報を廃棄しなくて

はならない。

３）もしＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの継続（Ｍ）パラメータが“０”であれば、インタ

フェースデータの最後の８オクテットはＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを表す。もしＣＲＣ演算が節９．２．

１．２に示された完全なＣＰＣＳ－ＰＤＵに対して実行され、そのＣＲＣフィールドの値がエラーの存在

を示しているのであれば、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはならない。

４）もしＣＰＩフィールドの値が有効でないならば、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはな

らない。
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５）もしＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドが“０”

であれば、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはならない。

６）ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドはＰＡＤ

フィールド長（受信したＣＰＣＳ－ＰＤＵ長から８を引き、さらにＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅ

ｎｇｔｈ）フィールドの示す値を引く）を決めるために使用される。もしＰＡＤフィールドが４７オクテッ

トより長かったり、または不足したデータを受信したときは、組立バッファ内の全ての情報は廃棄されな

くてはならない。

７）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長がＭａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈより長ければ、組

立バッファ内の全ての情報は廃棄されなくてはならない。

８）継続（Ｍ）パラメータが“０”に設定されたＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブを受信し、

それまでのデータが廃棄されていなければ、組立バッファ内の全てのＣＰＣＳ－ＳＤＵデータはＣＰＣＳ

－ユニットデータ－通知プリミティブにより、ＣＰＣＳユーザへ配信されなくてはならない。ＣＰＣＳ－

ＬＰパラメータはｒｃｖ＿ＬＰ変数の値に設定されなくてはならない。

　ＣＰＣＳ－ＣＩパラメータは最後のＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブと共に受信したＳＡＲ

－ＣＩパラメータの値に設定されなくてはならない。ＣＰＣＳ－ＵＵパラメータはＣＰＣＳ－ＰＤＵトレ

イラのＣＰＣＳ－ＵＵフィールドの値に設定されなくてはならない。配信されたデータは組立バッファか

ら除かれる。

９）組立バッファからの情報が配信されたり廃棄されたときはいつでも変数ｒｃｖ＿ＬＰは“０”にリセッ

トされる。

もし組立タイマが提供されていれば次の手順が適用される。

１０）ＣＰＣＳ受信部がＳＡＲサブレイヤからの継続（Ｍ）パラメータが“１”に設定されたＳＡＲ－ユ

ニットデータ－通知プリミティブを受信した場合、組立タイマは（再）起動されなくてはならない。

１１）ＣＰＣＳ受信部がＳＡＲサブレイヤからの継続（Ｍ）パラメータが“０”に設定されたＳＡＲ－ユ

ニットデータ－通知プリミティブを受信した場合は、組立タイマは停止しなくてはならない。

１２）もしタイマが満了した場合は、ＣＰＣＳ受信部は組立バッファ内の全ての情報を廃棄しなくてはな

らない。

　他の組立タイマの手順については今後の検討課題である。

（注）タイマの値は本標準では規定されない。

10.3　ストリーミングモードサービスにおけるＣＰＣＳの手順

　今後の検討課題である。
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10.4　ＡＡＬタイプ５コネクションのパラメータと値のまとめ

　表６－８／ＪＴ－Ｉ３６３．５の情報はＡＡＬタイプ５コネクションの設定時に知られるべき値である。

表６－８／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５のパラメータとオプション

（ITU-T I.363.5）

定義区間 オプション／パラメータ 値／範囲

同位間  Max＿SDU ＿Deliver ＿Length 　１から６５５３５オクテット

ローカル  誤りＳＤＵ配信 あり／なし

（受信部）  組立タイマの使用とその値 　なし／あり及びタイマ値
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付属資料Ａ　データユニットの名称法

（標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に対する）

　データユニットの名称法の詳細を付図Ａ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５および付図Ａ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．

５に示す。

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５のデータユニットの名称

(ITU-T I.363.5)

ＡＡＬ－ＳＡＰ

 ＣＳサービス依存部

 サブレイヤ

 （ＳＳＣＳ）

 ＣＳ共通部

 サブレイヤ

 （ＣＰＣＳ）

 分割組立サブレイヤ

 （ＳＡＲ）

ＡＴＭレイヤ

ＡＡＬ－ＳＤＵ

ＳＳＣＳ－ＰＤＵ

トレイラ

（存在する場合）

ＳＳＣＳ－ＰＤＵ

ヘッダ

（存在する場合）

ＳＳＣＳ－ＰＤＵ

ペイロード

ＳＳＣＳ－ＰＤＵ

ＳＳＣＳとＣＰＣＳの間にはＳＡＰは定義しない

Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｓ

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ

ＣＰＣＳ－ＰＤＵ

ペイロード

ＣＰＣＳ－ＰＤＵ

ＣＰＣＳ－ＰＤＵ

トレイラ

Ａ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｓ

ＣＰＣＳとＳＡＲの間にはＳＡＰは定義しない

ＳＡＲ－ＰＤＵ

ＳＡＲ－ＰＤＵ

ペイロード

ＡＴＭ－ＳＡＰ

AUU
Ｓ
Ａ
Ｒ

ＡＴＭ－ＰＤＵ＝セル

Ａ
Ｔ
Ｍ

セル情報フィールド

(セルのペイロード)
セル   AUU
ヘッダ

ＡＴＭ－ＳＤＵ
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ａ）メッセージモードサービス

ｂ）ストリーミングモードサービス

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５

(ITU-T I.363.5)
ＡＡＬタイプ５共通部インタフェースにおけるメッセージ

モードサービスとストリーミングモードサービス

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ

AAL ﾀｲﾌﾟ 5 共通部

に対するｲﾝﾀﾌｪｰｽ

CPCS-PDU トレイラ

ＣＰＣＳ－ＰＤＵ

ＣＰＣＳ－ＩＤＵ

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ

CPCS-PDU トレイラ

AAL ﾀｲﾌﾟ 5 共通部

に対するｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ＣＰＣＳ－ＰＤＵ

CPCS-IDUCPCS-IDU CPCS-IDU CPCS-IDU
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付属資料Ｂ　ＡＡＬタイプ５の概要

（標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に対する）

  この付属資料は、ＡＡＬタイプ５の概要を、ＳＡＲ－ＰＤＵとＣＰＣＳ－ＰＤＵのフォーマットをまじ

えて、記述している。

Ｂ．１　メッセージの分割と組立

　付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５は、ＳＡＲ－ＳＤＵ（メッセージ）を、関連するＡＴＭ－ＳＤＵヘッ

ダのＡＵＵビットが“０”に設定されるＳＡＲ－ＰＤＵと、ＡＵＵビットが“１”に設定される最後のＳ

ＡＲ－ＰＤＵに分割する場合の、一般的解釈を示す。

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　メッセージの分割と組立

(ITU-T I.363.5)

Ｓ Ａ Ｒ － Ｓ Ｄ ＵＳ Ａ Ｒ － Ｓ Ｄ ＵＳ Ａ Ｒ － Ｓ Ｄ ＵＳ Ａ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｕ   （ メ ッ セ ー ジ ）（ メ ッ セ ー ジ ）（ メ ッ セ ー ジ ）（ メ ッ セ ー ジ ）

 AUU=0
"セグメント"

 AUU=0
"セグメント"

 AUU=0
"セグメント"

 AUU=0
"セグメント" ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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Ｂ．２　ＰＤＵヘッダ、トレイラと関連用語

　付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５は、ＡＵＵビットが“０”または“１”に設定されることをもとに、関

連するＰＤＵヘッダとトレイラと関連用語を結び付けるため、付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５のメッセー

ジの分割の仕方の一般的な考え方を示している。

付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＰＤＵヘッダ、トレイラと関連用語

(ITU-T I.363.5)

CPCS-PDU

CPCS-SDU

SAR-PDU

CPCS-SDU ペイロード

 PAD

↓

CPCS-

PDU ﾄﾚｲﾗ

SAR-PDU

  ペイロード

SAR-PDU

  ペイロード

SAR-PDU

  ペイロード

SAR-PDU

      ペイロード

AUU

  0

AUU

  0

AUU

  0

AUU

  1

SAR-PDU

SAR-PDU

SAR-PDU

ｾﾙﾍｯﾀﾞ

ATM-SDU

セル情報

フィールド

ATM-PDU=セル
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Ｂ．３　分割／組立処理の例

　付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｉ３６３．５には、メッセージモードにおけるＣＰＣＳ－ＰＤＵの分割／組立の成

功例を示す。

付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｉ３６３．５　成功したＣＰＣＳ－ＰＤＵの分割／組立

(ITU-T I.363.5)

AUU ビット

設定

CPCS-ユニットデータ-起動

ＣＰＣＳ

ＳＡＲ

AUU ビット

解除

ＣＰＣＳ

PAD フィールド付与

CPCS トレイラ付与

SAR-ユニットデータ-起動

AUU=１
SAR-PDU

AUU=0
SAR-PDU

AUU=0
SAR-PDU

AUU=0
SAR-PDU

SAR-
ユニットデータ-
通知

SAR-
ユニットデータ-
通知

SAR-
ユニットデータ-
通知

SAR-
ユニットデータ-
通知

PAD ﾌｨｰﾙﾄﾞ 除去

CPCS ﾄﾚｲﾗ除去

CPCS-ユニットデータ-通知
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付属資料Ｃ　ＡＡＬタイプ５の機能モデル

（標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に対する）

　ＡＡＬタイプ５におけるＳＳＣＳの機能は、ＡＡＬと等価なプリミティブをＣＰＣＳに、及びその逆の

マッピングのみを提供してもよい。ＳＳＣＳはまた、確認型データ転送等の機能を実現してもよい。しか

し、そうした機能は付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５および付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５には示され

ていない。

　送信側のＡＡＬタイプ５の機能モデルは、付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示される。機能モデルは、

ＡＡＬタイプ５サービスを提供する為に協力するいくつかのブロックからなる。対となる各々のＳＡＲと

ＣＰＣＳのブロックは、一つの分割状態遷移を意味する。

　受信側のＡＡＬタイプ５の機能モデルは、付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５に示される。機能モデルは、

ＡＡＬタイプ５サービスを提供する為に協力するいくつかのブロックからなる。対となる各々のＳＡＲと

ＣＰＣＳのブロックは、一つの組立状態遷移を意味する。

（注）レイヤマネージメントの相互動作は今後の検討課題である。
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ＣＥＰ：コネクションエンドポイント

付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５（送信側）のための機能モデル

(ITU-T I.363.5)

AAL-CEP ＡＡＬ－ＳＡＰ

ＡＴＭ－ＳＡＰ

ATM-データ-要求

ＳＳＣＳ

ＳＳＣＳ

ＣＰＣＳ

ＣＰＣＳ

ＳＡＲ

ＳＡＲ

ＡＡＬ

CPCS-ユニットデータ-起動

CPCS-U-アボート-起動

SAR-ユニットデータ-起動

ATM-CEP

分割

レ

イ

ヤ

マ

ネ

｜

ジ

メ

ン

ト

プ

レ

｜

ン

マ

ネ

｜

ジ

メ

ン
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付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＡＡＬタイプ５（受信側）のための機能モデル

(ITU-T I.363.5)

（注）ＳＳＣＳに関しては、機能モデルは単なる一例である。ＳＳＣＳで可能な機能（多重化等）は示さ

れていない。ＳＳＣＳは他の標準で規定されている。

AAL-CEP ＡＡＬ－ＳＡＰ

ＳＳＣＳ

ＡＴＭ－ＳＡＰ

ATM-CEP

ＳＳＣＳ

CPCS-ユニットデータ-通知

CPCS-U-アボート-通知

CPCS-Ｐ-アボート-通知

ＣＰＣＳ

ＣＰＣＳ

ＳＡＲ

ＳＡＲ

ＡＡＬ

組立

ATM-データ-表示

SAR-ユニットデータ-通知

レ

イ

ヤ

マ

ネ

｜

ジ

メ

ン

ト

プ

レ

｜

ン

マ

ネ

｜

ジ

メ

ン

ト
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付属資料Ｄ　ＡＡＬタイプ５のＳＡＲおよびＣＰＣＳに関するＳＤＬ図

（標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に対する）

　誤りデータ配信の手順は、本付属資料には含まれない。ストリーミングモードにおけるＣＰＣＳ手順も

本付属資料には含まれない。誤りデータ配信オプションのＳＤＬ図は付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｉ３６３．５に

示される。

（注）実装においては、ＣＰＣＳサブレイヤとＳＡＲサブレイヤの間に、明示的に境界を設けてもよいし、

設けなくてもよい。

Ｄ．１　ＳＡＲサブレイヤに関するＳＤＬ

　本付属資料の本節では、ＡＡＬタイプ５のＳＡＲ手順に関するＳＤＬ表示を示す。

Ｄ.1.1　ＳＡＲ送信側

　ＳＡＲ送信側では、２つの変数を使用する。

　a)　ｐｔｒＰＤＵ

これは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブにより受信した（不完全な）ＣＰＣＳ－ＰＤＵ

を示す一時的な変数である。ＣＰＣＳ－ＰＤＵの連続する部分はＳＡＲ－ＰＤＵペイロードに含まれ

るので、このポインタは、ＳＡＲ－ＰＤＵ内に送信されていないＣＰＣＳ－ＰＤＵ内の最初のオクテッ

トを常に指す。

　b)　ｃｏｕｎｔ

これは、分割されＳＡＲ－ＰＤＵ内に転送されるのを待っているオクテット数を管理する一時的な変

数である。

（注）レイヤマネージメントとの相互作用は示されない。これらの相互作用は今後の検討課題である。
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付図Ｄ－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＳＡＲ送信側処理
(ITU-T I.363.5)

（注）一般にＳＡＲ－ＩＤパラメータは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブとＳＡＲ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブでは、異なる大きさである。

ATM-ﾃﾞｰﾀ-要求
 (ATM-ID
:=ptrPDU から
始まる 48 ｵｸﾃｯﾄ,
AUU:=0,
SLP:=SAR-LP,
CI:=SAR-CI)

SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ
-起動
(SAR-ID,M,
SAR-LP,
SAR-CI)

ＡＴＭ－データ－要求が出されるとき、
ptrPDU から始まる 48 ｵｸﾃｯﾄが ATM-ID
として使われる。

　ptrPDU:=0

 count:=
 SAR-ID の長さ

 count=48
Yes

No 　M = 0
Yes

No

ATM-ﾃﾞｰﾀ-要求
(ATM-ID
=ptrPDU から
始まる 48 ｵｸﾃｯﾄ,
 AUU:=1,
 SLP:=SAR-LP,
 CI:=SAR-CI)

ATM-ﾃﾞｰﾀ-要求
(ATM-ID
=ptrPDU から
始まる 48 ｵｸﾃｯﾄ,
AUU:=0,
SLP:=SAR-LP,
CI:=SAR-CI)

ptrPDU:=
ptrPDU+48

count:=
count-48

初期状態

IDLE

IDLE

（注）
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Ｄ.1.2　ＳＡＲ受信側

　ＳＡＲ受信側では、変数は使用しない。

（注）レイヤマネージメントとの相互作用は示されない。これらの相互作用は今後の検討課題である。

付図Ｄ－２／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＳＡＲ受信側処理
(ITU-T I.363.5)

（注）一般にＳＡＲ－ＩＤパラメータは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブとＳＡＲ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブでは、異なる大きさである。

ATM-ﾃﾞｰﾀ-表示
(ATM-ID,AUU,
RLP,CI)

AUU = 0
Yes

No

SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知
(SAR-ID:=ATM-ID,
 M:=1,
 SAR-LP:=RLP
 SAR-CI:=CI),

SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知
(SAR-ID:=ATM-ID,
 M:=0,
 SAR-LP:=RLP,
 SAR-CI:=CI)

初期状態

IDLE

IDLE

（注）
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Ｄ．２　ＣＳ共通部（ＣＰＣＳ）手順のＳＤＬ

　本付属資料の本節では、ＡＡＬタイプ５のＣＰＣＳ手順に関するＳＤＬ表示を示す。

Ｄ.2.1　ＣＰＣＳ送信側

　ＣＰＣＳ送信側は変数は使用しない。

（注）レイヤマネージメントとの相互作用は示されない。これらの相互作用は今後の検討課題である。
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付図Ｄ－３／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＣＰＣＳ送信側処理
(ITU-T I.363.5)

（注）一般にＳＡＲ－ＩＤパラメータは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブとＳＡＲ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブでは、異なる大きさである。

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ
-起動
(CPCS-ID,
CPCS-UU,
CPCS-LP,
CPCS-CI)

PAD 設定
PAD の長さは
47－｛ (CPCS-ID の長さ＋7) mod 48 ｝

CPCS-UU ﾌｨｰﾙﾄﾞ
:=CPCS-UU

CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞ 設定 CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞは０に設定

Length ﾌｨｰﾙﾄﾞ
:=CPCS-ID
の長さ

CRC-32 計算 PAD と、ﾄﾚｲﾗの最初の４ｵｸﾃｯﾄ
を含む CPCS-PDU に対し計算

 SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ
 -起動
  (SAR-ID
 :=CPCS-PDU,
 M:=0,
 SAR-LP
 :=CPCS-LP,
 SAR-CI
 :=CPCS-CI)

初期状態

IDLE

IDLE

（注）
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Ｄ.2.2　ＣＰＣＳ受信側

　ＣＰＣＳ受信側は状態変数ｒｃｖ＿ＬＰ（節１０．２．３に定義）を使用する。さらに、１つの変数を

使用する。

　組立バッファ

　ＳＤＬ図におけるモデルでは、組立バッファはＣＰＣＳ－ＰＤＵを処理している間割り当てられ、ＣＰ

ＣＳ－ＰＤＵの組立が完了する（あるいは誤りのため廃棄される）と解放される。

（注）レイヤマネージメントとの相互作用は示されない。これらの相互作用は今後の検討課題である。
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付図Ｄ－４／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＣＰＣＳ受信側処理（１／２）
(ITU-T I.363.5)

（注）一般にＳＡＲ－ＩＤパラメータは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブとＳＡＲ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブでは、異なる大きさである。

rcv＿LP:=0

組立バッファに SAR-ID
を追加する

rcv ＿LP:=
rcv ＿LP OR SAR-LP

Yes
M=0

No

No

Yes

 rcv＿LP:=0

No No Yes Yes

 組立タイマ
（再）起動

 SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知
 (SAR-ID,M,SAR-LP,
 SAR-CI)

IDLE

Max_SDU_Deliver
Length +7 ＜ 組立ﾊﾞｯ
ﾌｧ内の受信ｵｸﾃｯﾄ数

初期状態

CPCS-PDU
有効性ﾁｪｯｸ

  組立タイマ
  満了

OR は論理和を
示す

  組立バッファ
  解放

 組立バッファ
 解放

rcv＿LP:=0 rcv＿LP:=0

 組立バッファ
 解放

組立タイマ
サポート

 組立タイマ
 サポート

 組立タイマ
 停止

IDLE

CPCS-PDU の最後
から 2 番目の
SAR-PDU では
7 ｵｸﾃｯﾄまでの
PAD 情報が
転送される

組立バッファ設定

（注）
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付図Ｄ－４／ＪＴ－Ｉ３６３．５　ＣＰＣＳ受信側処理（２／２）
(ITU-T I.363.5)

（注）一般にＳＡＲ－ＩＤパラメータは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動プリミティブとＳＡＲ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブでは、異なる大きさである。

CPCS-PDU
有効性チェック

CRC-32 計算

CRC-32
剰余正常

CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞ
正  常

No

No

No

No

CPI フィールドの正常値は０

Yes

Yes
Yes

Yes

Length=0 Length=0 はﾕｰｻﾞｱﾎﾞｰﾄのために
予約される

０≦組立ﾊﾞｯﾌｧ内の受信ｵｸ
ﾃｯﾄ数－Length－８≦４７

Max＿SDU ＿Deliver ＿
Length＜Length

CPCS-PDU から CPCS

-SDU を取り出す

CPCS-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀの値は

最後の SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-

通知ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの SAR-CI

ﾊﾟﾗﾒｰﾀから抽出される

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知

(CPCS-ID:=CPCS-SDU,

CPCS-LP:=rcv ＿LP,

CPCS-CI:=SAR-CI,

CPCS-UU:=CPCS-UU ﾌｨｰﾙﾄﾞ)

No

Yes
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付属資料Ｅ　誤りデータ配信オプション

（標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に対する）

Ｅ．１　誤りデータ配信オプションにより提供されるサービス

　本付属資料は、誤りを検出したＡＡＬ５のＣＰＣＳ－ＳＤＵの配信によるオプションサービスを提供す

るためのプロトコルと手順について記述している。もし、誤りデータ配信オプションが提供できない場合、

誤りのあるＣＰＣＳ－ＳＤＵは標準ＪＴ－Ｉ３６５．５の第１０章の手順に従って廃棄される。誤りデー

タ配信オプションを提供できる場合は、誤りのあるＣＰＣＳ－ＳＤＵが誤り種別の表示と共に本付属資料

に記述される手順に従ってＳＳＣＳに配信される。

　誤りデータ配信オプションが設定された時にＡＡＬ５のＣＰＣＳにより配信されるサービスは以下の通

りである。

・誤りのないＰＤＵを受信した時、同位ＣＰＣＳより受信したＣＰＣＳ－ＳＤＵが“ＯＫ”受信状態変数

とともにＣＰＣＳユーザに配信される。

・誤りのあるＰＤＵを受信した時、ＣＰＣＳ－ＳＤＵは受信できたものとしてＰＤＵのトレイラを構成す

るであろうと思われる最後の８オクテットを除き、組立バッファを通してＣＰＣＳユーザに対し配信され

る。ＣＰＣＳ－ＳＤＵと仮定したものは、検出した様々な種別の誤りを表す受信状態と、ＣＰＩ，ＣＰＣ

Ｓ－ＰＤＵペイロード長及びＣＲＣ剰余と思われる３つの要素とともに配信される。

（注）ＣＰＣＳユーザは、ＣＲＣ誤りを検出していない場合でもＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長誤りが示

された場合、ＣＲＣが正しいとされていることに対し何の保証もないことを認識すべきである。つまり、

ＡＡＬ５で用いられているＣＲＣ誤り検出機構は、ＰＤＵに含まれるセルが損失（もしくは誤挿入）した

場合は確実ではない。逆に言えば、ＣＲＣ誤りが検出された場合は、ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長誤り

が検出されなかったことを信用することはできない。見つけた誤りの種別を実際にどう決めるかというこ

とは、組合わさった誤りの発生する確率によるところが大きい。その確率は、特定の下位ＡＴＭコネクショ

ンが求めるサービス品質と、このサービスに対するユーザの特性に基づいて決められるかもしれない。付

録２／ＪＴ－Ｉ３６３．５は、起こり得る誤りの組み合わせの可能性と、ユーザデータの回復に関してい

くつかの情報を与えている。

・ネットワーク内での損失によっては、ＰＤＵがＣＰＣＳ受信側で全く受け取ることができない場合があ

る。従って、この場合はＣＰＣＳユーザに対して何も通知されない。
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Ｅ．２　パラメータ定義

　ＣＰＣＳ－ユニットデータ－プリミティブのパラメータは、節７．２．１に定義されている。誤りデー

タ配信オプションでは、以下のパラメータ定義が追加されている。

・受信状態（ＲＳ）

　このパラメータは、ＣＰＣＳ受信側で検出された誤りをＣＰＣＳユーザに表示するためにＣＰＣＳ受信

側で用いられ、ＣＰＣＳユーザがこれらの誤りから回復するために役立つかも知れないＣＰＣＳ－ＰＤＵ

の一部を通知する。モデル化するならば、受信状態は付図Ｅ．１／ＪＴ－Ｉ３６３．５に表される要素を

含むと考えてもよい。

　モデル化する場合、ＲＳパラメータの要素は以下のような意味を持っている。

付図Ｅ．１／ＪＴ－Ｉ３６３．５　受信状態パラメータのモデル

（ITU-T I.363.5）

ａ）ＲＳフラグ

　配信されたＣＰＣＳ－ＰＤＵの状態を表示する。この要素は、検出された誤りを表すフラグのセットと

してモデル化される。

　ＲＳフラグ⊂｛ＯＫ，Ｅｒｒ＿Ａ，Ｅｒｒ＿Ｂ，Ｅｒｒ＿Ｃ，Ｅｒｒ＿Ｄ，Ｅｒｒ＿Ｅ，

Ｅｒｒ＿Ｆ，Ｅｒｒ＿Ｇ｝

　それぞれは以下の通り。

“ＯＫ”      　エラーを検出しなかった場合にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ａ”　不正なＣＲＣの剰余を検出した場合にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ｂ”　不正なＣＰＩを検出した場合にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ｃ”　ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラとされる部分のＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長

フィールドの値が“０”の時にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ｄ”　ＰＡＤフィールドの不正な長さを検出した場合にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ｅ”　ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラとされる部分のＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長

フィールドの値が、Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ

パラメータの値を越えた場合にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ｆ”　ＣＰＣＳ－ＳＤＵ長がＭａｘ＿Ｃｏｒｒｕｐｔｅｄ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ

＿Ｌｅｎｇｔｈパラメータの値を越えた場合にセットする。

“Ｅｒｒ＿Ｇ”　ＣＰＣＳ－ＳＤＵの組立が完了する前に、組立タイマが満了となった場合に

セットする。

（注）ここに示されている記述では、フラグをＲＳフラグにセットする場合にのみそのフラグが現れる。

ＣＰＣＳ－ＰＤＵのトレイラと想定される部分

フラグ
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ｂ）ＲＳ．Ｖａｌ＿Ａは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラとされる部分の２番目の１オクテット（ＣＰＩ）に

等しい。もし、ＲＳフラグ＝｛ＯＫ｝ならば、このフィールドは無視され表示されない。

ｃ）ＲＳ．Ｖａｌ＿Ｂは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラとされる部分の３番目と４番目の２オクテット

（ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長）に等しい。もし、ＲＳフラグ＝｛ＯＫ｝ならば、このフィールドは無

視され表示されない。

ｄ）ＲＳ．Ｖａｌ＿Ｃは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラとされる部分の最後の４オクテット（ＣＲＣ）に等

しい。もし、ＲＳフラグ＝｛ＯＫ｝ならば、このフィールドは無視され表示されない。

Ｅ．３　メッセージモードサービスのための誤りデータ配信提供の手順

　ＳＡＲサブレイヤ（節１０．１参照）と送信側のＣＰＣＳ（節１０．２．２参照）の手順はそのまま適

用する。ＣＰＣＳ受信側の手順は以下に定義される。（つまり、節１０．２．４の定義を置き換える。）

　ＣＰＣＳ受信側は以下に示すパラメータを有している。

Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ

　このパラメータは、ＣＰＣＳユーザに対して配信されるＳＤＵの最大長をオクテット単位で表

示する。受信側では、ＣＰＣＳ－ＳＤＵが配信される前にこのパラメータの値と一つ一つの

ＣＰＣＳ－ＳＤＵの長さとの比較が行われる。誤りデータ配信オプションが設定されていない場

合、Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈを越えた長さのＣＰＣＳ－ＳＤＵは全て廃

棄され、その結果がレイヤマネージメントに通知される。誤りデータ配信オプションが設定され

ている場合、Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈを越えた長さのＣＰＣＳ－ＳＤＵ

とされる部分は全てＣＰＣＳユーザに対して配信され、適切なエラーフラグがＲＳフラグパラ

メータに設定される。Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈは、１から６５５３５の

間のどの整数も選択することができ、マネージメントプレーンによって設定される。

Ｍａｘ＿Ｃｏｒｒｕｐｔｅｄ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ

　このパラメータは、誤りデータ配信オプションが設定されている場合にＣＰＣＳユーザに対して配

信されるＣＰＣＳ－ＳＤＵとされる部分の最大値をオクテットで表示する。このパラメータに割り当

てられた値は実装にまかされており、組み立てバッファ長から８を減じた値をセットしてもよい。そ

の値は、Ｍａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈよりも大きな値となるべきである。このパ

ラメータはローカルなパラメータで、マネージメントプレーンにより設定される。

（注）Ｍａｘ＿Ｃｏｒｒｕｐｔｅｄ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈが４８の整数倍プラス４０

オクテットに設定されている場合は、受信した全てのデータがＣＰＣＳユーザに対して送られる。

１）ＣＰＣＳ受信側がＳＡＲサブレイヤからＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブを受信した場合

は、組立バッファにインタフェースデータをコピーしなければならない。ＳＡＲ－ＬＰパラメータが“１”

にセットされる場合、変数ｒｃｖ＿ＬＰも“１”にセットされる。誤りデータ配信オプションが設定され

ている場合、ＣＰＣＳ受信側は検査を行う。誤りデータ配信オプションが設定されていない場合、節１０．

２．４に記述されている手順に従って処理が行われる。
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２）ＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの継続パラメータが“１”で、受信組立バッファ

内のＣＰＣＳ－ＳＤＵのオクテットの数が  “Ｍａｘ＿Ｃｏｒｒｕｐｔｅｄ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿

Ｌｅｎｇｔｈ”に８を加えた数と同じか大きい場合は、ＣＰＣＳ受信側はＥｒｒ＿Ｆフラグをセッ

トし以下に示す９）項へ移る。

３）ＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブの継続パラメータが“０”の場合、インタフェースデー

タの最後の８オクテットはＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラを表しているものと仮定する。節９．２．１．２に

記述されているＣＲＣ計算がＣＰＣＳ－ＰＤＵ全体に渡って実行される。ＣＲＣフィールドの値がエラー

があることを示した場合は、ＣＰＣＳ受信側はＥｒｒ＿Ａフラグをセットする。

４）ＣＰＩフィールドの値が正しいものでない場合は、ＣＰＣＳ受信側はＥｒｒ＿Ｂフラグをセットする。

５）ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長フィールドがゼロにコード化さ

れ、ＣＲＣエラーもＣＰＩフィールドの不正も生じていない場合は組立バッファにあるどんな情

報も廃棄される。そうではなく、ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長フィールドがゼロで他のエラー

を検出した場合は、ＣＰＣＳ受信側はＥｒｒ＿Ｃフラグをセットし以下に示す９）項へ移る。

６）ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長フィールドとされる部分が、ＰＡＤフィー

ルドの長さ（組立バッファの長さから８とＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長とされる部分の内容を減じたも

の）を決めることになる。ＰＡＤフィールドが４７オクテットより長いか十分なデータを受信できなかっ

た場合は、ＣＰＣＳ受信側はＥｒｒ＿Ｄフラグをセットする。

７）ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長フィールドの値がＭａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈ

の値よりも大きく、かつそれ以外のエラーを検出しなかった場合、組立バッファ内のどの情報も廃棄

される。そうではなく、ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長フィールドの値がＭａｘ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ

＿Ｌｅｎｇｔｈの値よりも大きく、さらにそれ以外のエラーを検出した場合、ＣＰＣＳ受信側はＥｒ

ｒ＿Ｅフラグをセットし以下に示す９）項へ移る。

８）継続パラメータが“０”にセットされているＳＡＲ－ユニットデータ－通知プリミティブを受信し、

何のエラーも検出しなかった場合は、組立バッファのどのＣＰＣＳ－ＳＤＵデータも、ＣＰＣＳ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブによりＣＰＣＳユーザに対し配信される。ＣＰＣＳ－ＬＰパラメータには、

変数ｒｃｖ＿ＬＰの値がセットされる。ＣＰＣＳ－ＣＩパラメータには、最後のＳＡＲ－ユニットデータ

－通知プリミティブで受信したＳＡＲ－ＣＩパラメータの値がセットされる。ＣＰＣＳ－ＵＵパラメータ

には、ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラのＣＰＣＳ－ＵＵフィールドの値がセットされる。ＲＳパラメータが、

｛ＯＫ｝にセットされる。

配信されたデータは、組立バッファから取り除かれる。
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９）もしエラーを検出していた場合、組立バッファ内の最終８オクテットを除くすべて（ＣＰＣＳ－ＳＤＵ

かもしれない）をＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブにより、ＣＰＣＳユーザへ配信

されなければならない。ＣＰＣＳ－ＵＵパラメータはＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラと思われる部分

のＣＰＣＳ－ＵＵフィールドの値に設定されなければならない。ＣＰＣＳ－ＬＰパラメータは変

数ｒｃｖ＿ＬＰの値に設定されなければならない。  ＣＰＣＳ－ＣＩパラメータは最後のＳＡＲ

－ユニットデータ－通知プリミティブで受信したＳＡＲ－ＣＩパラメータの値に設定されなけ

ればならない。ＲＳパラメータは以下の４つの項目をもつ。

・ＲＳフラグ要素 検出されたすべての誤り種別の表示（誤りフラグの論理和）

・ＲＳ Ｖａｌ＿Ａ要素 ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラと思われる２オクテット目の内容

（おそらくはＣＰＩフィールド）

・ＲＳ Ｖａｌ＿Ｂ要素 ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラと思われる３，４オクテット目の内容

（おそらくはＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長（Ｌｅｎｇｔｈ）

フィールド）

・ＲＳ Ｖａｌ＿Ｃ要素 ＣＰＣＳ－ＰＤＵトレイラと思われる最終４オクテットの内容

（おそらくはＣＲＣフィールド）

（注）実際には、組立バッファ内の全受信情報はＣＰＣＳユーザへ渡される。検出した誤り種別の表

示が付加されたこの情報は、いくつかのアプリケーション特有の誤りから復帰することを可能とし

ている。

配信されたデータは組立バッファより削除される。

１０）組立バッファから情報が配信されたり廃棄されたときはいつでも変数ｒｃｖ＿ＬＰは“０”にリセッ

トされる。また、受信状態フラグ（ＲＳフラグ）をすべてリセットする。

もし組立タイマが提供されていれば次の手順が適用される。

１１）ＣＰＣＳ受信側がＳＡＲサブレイヤから継続（Ｍ）パラメータが“１”に設定されたＳＡＲ－ユニッ

トデータ－通知プリミティブを受信した場合、組立タイマは（再）起動されなければならない。

１２）ＣＰＣＳ受信側がＳＡＲサブレイヤから継続（Ｍ）パラメータが“０”に設定されたユニットデー

タ－通知プリミティブを受信した場合は、組立タイマは停止しなければならない。

１３）もしタイマが満了し、かつ誤りデータ配信オプションが設定されていなかった場合は、ＣＰＣＳ受

信側は組立バッファ内の全ての情報を廃棄しなければならない。

１４）もしタイマが満了し、かつ誤りデータ配信オプションが設定されていた場合は、ＣＰＣＳ受信側は

ＣＰＣＳ－ＳＤＵ組立が完成する前に、タイマーが満了したことを示すＥｒｒ_Ｇフラグをセットしなけれ

ばならない。そして、９）より手順を継続させる。
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　他の組立タイマの手順については今後の検討課題である。

（注）組立タイマの値は本標準では規定されない。

Ｅ．４　ストリーミングモードサービスにおける誤りデータ配信提供の手順

今後の検討課題である。これらの手順がメッセージモードサービスとの相互接続に影響をあたえるかど

うかも今後の検討課題である。

Ｅ．５　誤りデータ配信提供の手順のＳＤＬ図

　本付属資料ではストリーミングモードの手順は含まれていない。

本付属資料でのＳＤＬ図には節Ｅ．３に示されている、ある手段によって誤りデータ配信オプションが提

供された時のＣＰＣＳ受信側の手順が示されている。ＳＡＲ手順とＣＰＣＳ送信側の手順のＳＤＬ図は付

属資料Ｄに明記されている誤りデータ配信オプションが提供されていない場合と同様である。もし節Ｅ．

３の記述と節Ｅ．５のＳＤＬ図に違いがあった場合は節Ｅ．５のＳＤＬ図の手順を取らなければならない。

　ＣＰＣＳ受信側は状態変数ｒｃｖ＿ＬＰ（節１０．２．３で定義）を利用する。さらに、ＣＰＣＳ受信

側は組立バッファも利用する。

　組立バッファ：

ＳＤＬ図にのっとり、組立バッファはＣＰＣＳ－ＰＤＵを処理している間は割り当てられており、

一度ＣＰＣＳ－ＰＤＵの組立が完成し、ＣＰＣＳ－ＳＤＵが配信もしくは廃棄された時に解放される。

さらに、ＣＰＣＳ受信側は“ＣＰＣＳ－ＰＤＵ有効性のチェック”において一時的な変数“ＲＳ”を利用

する。この変数は受信状態（ＲＳ）パラメータと同じ構造となっている。

（注）レイヤマネージメントとの相互動作については示されていない。これらの相互動作の条項は今後の

検討課題である。
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付図Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６３．５（１／６）　誤りデータ配信オプションを備えたＣＰＣＳ受信側処理

（ITU-T　I.363.5）

（注）一般に、ＳＡＲ－ＩＤパラメータは、ＳＡＲ－ユニットデータ－起動とＳＡＲ－ユニットデータ－

通知とでは、異なったサイズとなる。

組立タイマ
満了

SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知
(SAR-ID,M,SAR-LP,
 SAR-CI)

rcv_LP : = 0
組立バッファに SAR-ID
を追加する

rcv_LP : =
rcv_LP OR SAR-LP

Yes
M = 0

 No

CPCS-PDU
有効性ﾁｪｯｸ

組立バッファ
解放

組立バッファ
解放

rcv LP : = 0

rcv_LP : = 0

組立タイマ
サポート

No
Yes

組立タイマ
リセット

IDLE

IDLE

組立バッファ設定

IDLE

Ａ

誤りデータ
配信オプション

サポート

 誤りデータ
配信オプション
イネーブル

Yes

No

No

Yes

RS_Flags : = {Err_G}

CPCS-SDU を
取り出す

初期状態

(注)
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付図Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６３．５（２／６）　誤りデータ配信オプションを備えたＣＰＣＳ受信側処理

（ITU-T　I.363.5）

Ａ

誤りデータ
配信オプション

サポート

誤りデータ
配信オプション
イネーブル

Max_Corrupted_SDU_
Deliver_Length + 8
≦
組立バッファ内の
受信オクテット数

Max_SDU
_Deliver_Length + 7
＜
組立バッファ内の
受信オクテット数

No

Yes

RS_Flags : = {Err_F}

CPCS-SDU を
取り出す

組立バッファ
解放

rcv_LP : = 0

誤りデータ配信オプション

がサポートされていても、オ

プションがイネーブルでは

ない場合、それらの手順は、

オプションがサポートされ

ていない場合と同様の手順

である。

組立タイマ
サポート

No
Yes

組立タイマ
セット

No
Yes

IDLE

Yes

No

No

Yes
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付図Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６３．５（３／６）　誤りデータ配信オプションを備えたＣＰＣＳ受信側処理

（ITU-T　I.363.5）

CPCS-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀ の値は

最後の SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-

通知の SAR-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

から抽出される

Length = 0 は
ﾕｰｻﾞｱﾎﾞｰﾄ のために
予約される

CPCS-PDU
有効性チェック

CRC-32 計算

CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞ
正  常

No

No

No

ＣＰＩフィールドの
正常値は０

Yes

Yes

Yes

Yes

Length = 0

０≦ 組立ﾊﾞｯﾌｧ内の
受信ｵｸﾃｯﾄ 数－
Length－８≦４７

Max_SDU_Deliver
 _Length＜ Length

誤りデータ
配信オプション

サポート

誤りデータ
配信オプション

イネーブル

Ｂ

ＣＲＣ-32
剰余正常

No

ＰＡＤﾌｨｰﾙﾄﾞ長
チェック

CPCS-PDU から CPCS
-SDU を取り出す

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知

 (CPCS-ID,CPCS-UU,

 CPCS-LP,CPCS-CI)

CPCS-ID : = CPCS-SDU

CPCS-LP : = rcv_LP

CPCS-CI : = SAR-CI
CPCS-UU : = CPCS-UU ﾌｨｰﾙﾄﾞ

Yes

No

Yes

Yes No

No
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付図Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６３．５（４／６）　誤りデータ配信オプションを備えたＣＰＣＳ受信側処理

（ITU-T　I.363.5）

Length = 0 は
ﾕｰｻﾞｱﾎﾞｰﾄ のために
予約される

CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞ
正  常

No

No

ＣＰＩﾌｨｰﾙﾄﾞの
正常値は０

Yes

Yes

Yes

Yes

Length = 0

０≦ 組立ﾊﾞｯﾌｧ内の
受信ｵｸﾃｯﾄ 数－
Length－８≦４７

Max_SDU_Deliver
 _Length＜Length

Ｂ

ＣＲＣ-32
剰余正常

No

ＰＡＤﾌｨｰﾙﾄﾞ長
チェック

Yes

No

エラーフラグを
すべてリセットする

RS_Flags :
= RS_Flags u {Err_A}

RS_Flags :
= RS_Flags u {Err_B}

RS_Flags :
= RS_Flags u {Err_C}

No

RS_Flags :
= RS_Flags u {Err_D}

RS_Flags :
= RS_Flags u {Err_E}

C

RS_Flags : = { }
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付図Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６３．５（５／６）　誤りデータ配信オプションを備えたＣＰＣＳ受信側処理

（ITU-T　I.363.5）

C

｛ ｝
（注）

RS_Flags : = {OK}

RS_Flags
その他

CPCS-PDU から CPCS-
SDU を
取り出す

注）この分岐は、エラーフラグ
がセットされていない場合、例えば、
RS.Flags = { }のときに適用される。

CPCS-ID : = CPCS-SDU CPCS-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀ の値は

最後の SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-

通知の SAR-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

から抽出される

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知

 (CPCS-ID,CPCS-UU,

 CPCS-LP,CPCS-CI

CPCS-LP : = rcv_LP

CPCS-CI : = SAR-CI
CPCS-UU : = CPCS-UU ﾌｨｰﾙﾄﾞ

CPCS-SDU を
取り出す

CPCS-RS : =RS
 CPCS-RS)
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付図Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６３．５（６／６）　誤りデータ配信オプションを備えたＣＰＣＳ受信側処理

（ITU-T　I.363.5）

RS.Val_A:=CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞ
RS.Val_B:=Length ﾌｨｰﾙﾄﾞ
RS.Val_C:=CRC ﾌｨｰﾙﾄﾞ

 (CPCS-ID,CPCS-UU,

CPCS-RS : = RS

CPCS-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀ の値は

最後の SAR-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-

通知の SAR-CI ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

から抽出される

 CPCS-RS)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知

 CPCS-LP,CPCS-CI,

CPCS-ID : = CPCS-SDU
CPCS-LP : = rcv_LP
CPCS-CI : = SAR-CI
CPCS-UU : = CPCS-UU ﾌｨｰﾙﾄﾞ

CPCS-SDU を
取り出す

CPCS-PDU から想定
される CPCS-SDU と
トレイラを取り出す

CPI ﾌｨｰﾙﾄﾞは、組立ﾊﾞｯﾌｧの最後から
7 番目のｵｸﾃｯﾄ
Length ﾌｨｰﾙﾄﾞは、組立ﾊﾞｯﾌｧの最後から
5、 6 番目のｵｸﾃｯﾄ
CRC ﾌｨｰﾙﾄﾞは、組立ﾊﾞｯﾌｧの最終
ｵｸﾃｯﾄから 4 番目のｵｸﾃｯﾄまで

組立ﾊﾞｯﾌｧの最終８ｵｸﾃｯﾄが
CPCS-PDU ﾄﾚｲﾗで、PAD
ﾌｨｰﾙﾄﾞ長が０と想定する
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付録１　ＡＡＬタイプ５のためのＣＰＣＳ－ＰＤＵの例題

　例題の値は１６進数である。

ａ）例題１

４０オクテットを全て'０' にする。

ＣＰＣＳ－ＵＵフィールド＝０

ＣＰＩフィールド＝０

ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長＝４０オクテット

ＣＲＣ－３２＝８６４ｄ７ｆ９９

00 00 00 00 00 00 00 00　　00 00 00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00 00 00　　00 00 00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00 00 00　　00 00 00 28 86 4d 7f 99

ｂ）例題２

４０オクテットを全て'１'にする。

ＣＰＣＳ－ＵＵフィールド＝０

ＣＰＩフィールド＝０

ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長＝４０オクテット

ＣＲＣ－３２＝ｃ５５ｅ４５７ａ

ff ff ff ff ff ff ff ff　　ff ff ff ff ff ff ff ff

ff ff ff ff ff ff ff ff　　ff ff ff ff ff ff ff ff

ff ff ff ff ff ff ff ff　　00 00 00 28 c5 5e 45 7a

ｃ）例題３

４０オクテットを１から４０までカウントする。

ＣＰＣＳ－ＵＵフィールド＝０

ＣＰＩフィールド＝０

ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長＝４０オクテット

ＣＲＣ－３２＝ｂｆ６７１ｅｄ０

01 02 03 04 05 06 07 08　　09 0a 0b 0c 0d 0e 0f 10

11 12 13 14 15 16 17 18　　19 1a 1b 1c 1d 1e 1f 20

21 22 23 24 25 26 27 28　　00 00 00 28 bf 67 1e d0
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付録２　付属資料Ｅに規定されたサービスについて

　付属資料Ｅに規定された受信状態から導きだされ得る結論を付表２－１に示す。この表は縦・横

の表題に示す条件の対応によって、同時に起こり得る状態を各々の区画に示している。

　その上、他の 3 種類の誤りが検出され、通知される。それらは、

ａ）組立バッファオーバフロー

　　これは、おそらくメッセージの連鎖に原因がある。この場合、実際のＣＰＣＳ－ＳＤＵトレイラが配

信された情報のなかに無い可能性が高い。しかしながら、いくつかのアプリケーションでは最初のメッセー

ジの始まりを回復させることもありうる。

（注）このエラーは、Ｍａｘ＿Ｃｏｒｒｕｐｔｅｄ＿ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿ＬｅｎｇｔｈをＭａｘ＿

ＳＤＵ＿Ｄｅｌｉｖｅｒ＿Ｌｅｎｇｔｈプラス１より２，３倍大きくすることで非常に高い確率で回

避される。

ｂ）ＣＰＩフィールド誤り

ただ一つのＣＰＩ値が有効であるので、この誤りから回避する結論は無いであろう。

ｃ）組立タイマー満了

これはメッセージの最後のセルを損失したことが原因である。



ＪＴ－Ｉ３６３．５ - 50 -

付表２－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５（１／２）　付録Ｅの手順で規定される受信状態から導かれ得る結論

（ITU-T　I.363.5）

ＣＲＣ誤り非検出 ＣＲＣ誤り検出

Ｌｅｎｇｔｈ

誤り非検出

・ ユーザデータ内にビット誤り有り

・ ＣＲＣフィールドにビット誤り有り

・ ＰＡＤフィールドにビット誤り有り

・ ＣＰＩフィールドにビット誤り有り

・ ＣＰＣＳ－ＵＵフィールドにビット誤

り有り

・ Ｌｅｎｇｔｈフィールドにビット誤り

有り

→Ｌｅｎｇｔｈ誤り検出は「一致」とい

うより二重の「不一致」が元になってい

るので、たとえＬｅｎｇｔｈフィールド

が変更されていたとしてもＬｅｎｇｔｈ

誤り非検出となることもある。

・ ２つのメッセージの連鎖

→この誤りは、多くのセル損失が１つ目

のメッセージのＥＯＭを含んだ２の連

続したメッセージに渡り、結果的に連結

したＣＰＣＳ－ＰＤＵが２つ目と思わ

れるメッセージのセル数と同数となる

ことで発生する。

Ｌｅｎｇｔｈ

＝０

・ （剰余は０であったが、誤りの場合）

→ＣＲＣが偶然正しかった

・ 相手ＣＰＣＳ送信側のユーザからア

ボートメッセージを受信した（送信側が

ストリーミングモードを使用していな

ければ、不可能である）

・ Ｌｅｎｇｔｈフィールドにビット誤り

有り

・ セルの損失：ＰＤＵが切れている。

→組立バッファオーバフロー誤りが発

生したあとにこの誤りを受けた場合、現

在配信されているＣＰＣＳ－ＳＤＵと

ともに予め配信された情報の組立で、最

後に送られてきたメッセージの復旧を

してもよい。最終メッセージの正当性は

最終メッセージと思われるものまでの

ＣＲＣ演算の照合とＣＲＣの剰余の比

較によって確認してもよい。
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付表２－１／ＪＴ－Ｉ３６３．５（２／２）　付録Ｅの手順で規定される受信状態から導かれ得る結論

（ITU-T　I.363.5）

ＣＲＣ誤り非検出 ＣＲＣ誤り検出

受信オクテッ

ト数 ＜

Ｌｅｎｇｔｈ

・ （剰余は０であったが、誤りの場合）

→ＣＲＣが偶然正しかった

・ セルの損失

・ Ｌｅｎｇｔｈフィールドにビット誤り

有り

・ セルの損失：ＰＤＵが切れている。

→組立バッファオーバフロー誤りが発

生したあとにこの誤りを受けた場合、現

在配信されているＣＰＣＳ－ＳＤＵと

ともに予め配信された情報の組立で、最

後に送られてきたメッセージの復旧を

してもよい。最終メッセージの正当性は

最終メッセージと思われるものまでの

ＣＲＣ演算の照合とＣＲＣの剰余の比

較によって確認してもよい。

受信オクテッ

ト数 ＞

Ｌｅｎｇｔｈ

・ （剰余は０であったが、誤りの場合）

→ＣＲＣが偶然正しかった

・ セルが誤挿入された（非常に確率は低

い）

・ ２つ（あるいはそれ以上）のメッセージ

連鎖

→最終のアプリケーションメッセージ

のみ復旧してもよい。最終メッセージの

正当性は最終メッセージと思われるも

のまでのＣＲＣ演算の照合とＣＲＣの

剰余の比較によって確認してもよい。

・ ２つ（あるいはそれ以上）のメッセージ

の連鎖

→最終のアプリケーションメッセージ

のみ復旧してもよい。最終メッセージの

正当性は最終メッセージと思われるも

のまでのＣＲＣ演算の照合とＣＲＣの

剰余の比較によって確認してもよい。

・ Ｌｅｎｇｔｈフィールドにビット誤り

有り

→セルが誤挿入された（非常に確率は低

い）

注）この表は、低い確率で発生する等のすべての誤りを記述しているわけではない。

（例．ＡＴＭセルヘッダー内の誤り。）
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ＪＴ－Ｉ３６３.ｘ用語集
Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

1 用　　語 訳　　語 備考１ 備考２

2 AAL-IDU(AAL interface data unit) AAL-IDU (AAL ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

3 AAL-SDU (AAL service data unit) AAL-SDU (AAL ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

4 AAL-UNITDATA-INDICATION AAL-ユニットデータ-表示 プリミティブ

5 AAL-UNITDATA-REQUEST AAL-ユニットデータ－要求 プリミティブ

6 abort アボート（途中廃棄） 機能 レイヤ

7 adaptive clock method アダプティブクロック法 機能 方式

8 alignment(AL) アライメント フィールド CPCS-PDUのﾌｨｰﾙド名

9 applicable 適用可能 一般

10 assured operation 確認型動作 一般 タイプ３／４の動作

11 ATM-DATA indication primitive ATM-データ-表示プリミティブ プリミティブ

12 ATM-DATA request primitive ATM-データ-要求プリミティブ プリミティブ

13 ATM-Layer-user to ATM-Layer-User(AUU) parameter ATM ﾚｲﾔﾕｰザ間(AUU)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ パラメータ

14 ATM-PDU ATM-PDU (ATM プロトコルデータユニット) フレーム

15 ATM-SDU (ATM service data unit) ATM-SDU (ATM ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

16 beginning of message(BOM) メッセージ先頭部（BOM ） パラメータ セグメントタイプフィールド

17 beginning tag(Btag) 先頭タグ（Btag） フィールド CPCS-PDUのﾌｨｰﾙド名

18 bit count integrity ビットカウンタの完全性 一般

19 blocking/deblocking ブロッキング／デブロッキング 機能 SSCSの機能

20 buffer allocation(BA) size indication バッファ割当サイズ表示 フィールド CPCS-PDUのﾌｨｰﾙド名

21 Buffer fill level monitoring バッファ使用レベルモニタ 機能 AAL1

22 CDV（cell delay variation） セル遅延変動 一般

23 Cell Arrival Monitoring(CAM) セル到着監視 機能 AAL1

24 cell interarrival time セル到着間隔 一般 AAL1

25 cell loss priority information セル損失優先度情報 一般 AAL5

26 cell transfer delay セル転送遅延 一般
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Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

1 用　　語 訳　　語 備考１ 備考２

27 Check status チェック状態 パラメータ

28 circuit transport 回線転送 一般

29 column 列 一般 表の部分の呼び方

30 common part CS CS共通部 レイヤ レイヤ名

31 common part indicator(CPI) 共通部種別表示 (CPI) フィールド CPCS-PDUのﾌｨｰﾙド名

32 confirm 確認 プリミティブ プリミティブとして

33 congestion indication 輻輳表示 機能 SAR

34 connection コネクション 一般

35 connection end point(CEP) コネクション終端点 (CEP) ポイント

36 connectionless network access protocol (CLNAP) コネクションレス網アクセスプロトコル(CLNAP) プロトコル

37 CONTINUATION 継続 パラメータ パラメータ

38 continuation of message (COM) メッセージ継続部 (COM) パラメータ セグメントタイプフィールド

39 contribution 素材伝送 一般

40 contribution and distribution 投稿および分配 一般

41 control plane コントロールプレーン プレーン

42 correction 訂正 一般

43 corrupted 誤り 一般

44 corrupted data delivery 誤りデータの配信 機能 AAL5

45 corrupted data delivery option 誤りデータ配信機能 機能 AAL5

46 corrupted SDU delivery 誤りSDU 配信 機能 AAL5

47 count カウント 状態変数 SARサブレイヤ送信側状態変数

48 counting unit 計数単位 一般 BAsizeやLengthに対する用語

49 CPCS congestion indication (CPCS-CI) CPCS輻輳表示(CPCS-CI) パラメータ CPCS-UNITDATA

50 CPCS loss priority (CPCS-LP) CPCS損失優先度(CPCS-LP) パラメータ CPCS-UNITDATA

51 CPCS User-to-User indication (CPCS-UU) CPCSユーザ間表示 パラメータ CPCS-UNITDATA

52 CPCS(common part CS) CPCS（CS共通部） レイヤ

53 CPCS-IDU (CPCS Interface Data Unit) CPCS-IDU (CPCS インタフェースデータユニット) フレーム
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54 CPCS-PDU (CPCS Protocol Data Unit) CPCS-PDU (CPCS ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

55 CPCS-SDU(CPCS service data unit) CPCS-SDU (CPCS ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

56 CPCS-U-Abort-invoke CPCS-U－アボート－起動 プリミティブ

57 CPCS-U-Abort-signal CPCS-U－アボート－通知 プリミティブ

58 CPCS-UNITDATA invoke primitive CPCS-ユニットデータ-起動プリミティブ プリミティブ

59 CPCS-UNITDATA-signal primitive CPCS-ユニットデータ 通知ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ プリミティブ

60 CPI field CPI フィールド フィールド

61 CS indication ＣＳ表示 機能

62 CS sublayer CSサブレイヤ レイヤ

63 CS(convergence sublayer) CS (ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽｻﾌﾞﾚｲﾔ) レイヤ

64 CS-PDU header CS-PDUヘッダ フィールド

65 CS-PDU payload CS-PDUペイロード フィールド

66 CS-PDU trailer CS-PDUトレイラ フィールド

67 CS-PDU(CS protocol data unit) CS-PDU (CSﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

68 CSI(Convergence Sublayer Indication) コンバージェンスサブレイヤ表示 パラメータ CPCS-UNITDATA invoke

69 cyclic redundancy check (CRC) 巡回冗長検査 (CRC) フィールド SAR-PDU の

70 DATA データ パラメータ AAL-SDU

71 delineation 抽出(データ列からPDUを特定すること) 機能

72 deliver 配信 機能 ﾚｲﾔ 間のﾃﾞｰﾀ のやりとり

73 delivery 番組分配 機能

74 detection 検出 機能

75 discard 廃棄 機能

76 end of message(EOM) メッセージ終了部 (EOM) パラメータ

77 end of SAR-SDU indication 「SAR-SDU の終了部」表示 機能 SAR-SDUのMOREフィールドで実現

78 end tag(Etag) 末尾タグ（Etag） フィールド CPCS-PDUの

79 end to end エンド・エンド 一般

80 fixed size 固定長 一般
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81 forward error correction (FEC) 前方誤り訂正 機能 CSサブレイヤ

82 frequency recovered 周波数再生 機能

83 handling 処理 一般

84 high priority 高優先度 一般

85 higher layer 上位レイヤ レイヤ

86 indication 表示 プリミティブ

87 informative 有効な 一般

88 inherent　delay 固有の遅延 一般

89 Interface Data (ID) インタフェースデータ パラメータ

90 interface data unit(IDU) ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ (IDU) フレーム

91 interleaving インタリーブ 一般

92 INVALID INVALID 状態 SNアルゴリズムの状態でもある

93 invalid 無効 パラメータ

94 invoke 起動 プリミティブ

95 jitter ジッタ 一般

96 Length CPCS-PDUペイロード長 フィールド CPCS-PDUの

97 length indication(LI) 長さ表示 フィールド SAR-PDU の

98 lost/misinsert 損失／誤挿入 一般

99 low priority 低優先度 一般

100 LSB(least significant bit) 最下位ビット（LSB） 一般 PDUのフォーマット図に使用される

101 management plane マネージメントプレーン プレーン

102 mandatory 必須 一般

103 Max_SDU_Deliver_Length Max_SDU_Deliver_Length パラメータ CPCS受信部

104 maximum length(ML) 最大長（ML） パラメータ ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの

105 message mode メッセージモード 機能

106 more(M) 継続 (M) パラメータ ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの

107 MSB (most significant bit) 最上位ビット（MSB） 一般
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108 multiplexing identification(MID) 多重識別子 (MID) フィールド SAR-PDU の

109 multiplexing/demultiplexing 多重／分離 機能 レイヤ

110 negotiation 交渉 一般

111 nominal 公称の 一般

112 non-assured operation 非確認型動作 一般 タイプ３／４の

113 not applicable(N/A) 適用不可（Ｎ／Ａ） 一般

114 null 存在しない 一般 レイヤが存在しないこと

115 operation and maintenance (OAM) 保守運用（OAM ） 機能 保守運用に用いられるセルの名前

116 optional 選択可能 一般

117 OUT OF SEQUENCE OUT OF SEQUENCE 状態 SNアルゴリズムの状態

118 OUT OF SYNC OUT OF SYNC 状態 SNアルゴリズムの状態

119 padding(PAD) CPCSパディング (PAD) フィールド CPCS-PDU

120 partially filling 部分充填 一般

121 payload ペイロード フィールド

122 payload type (PT) ペイロードタイプ フィールド ATMレイヤのセルヘッダ

123 peer entity 同位エンティティ 一般

124 peer to peer 同位間 一般

125 pipelining パイプライニング 機能 SSCSの

126 point-to-multipoint ポイント・マルチポイント 一般 コネクションの形態

127 point-to-point ポイント・ポイント 一般 コネクションの形態

128 preservation 保存 機能 レイヤとして

129 primitive プリミティブ プリミティブ ﾚｲﾔ 間のｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

130 protection switching event 系切替イベント 一般

131 protocol data unit (PDU) プロトコルデータユニット フレーム

132 ptr PDU ptr PDU 状態変数 SAR送信部

133 rcv_LP rcv_LP 状態変数 CPCS受信部

134 reassemble buffer 組立バッファ 一般
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135 reassemble timer 組立タイマ 一般

136 reassembly 組み立て 一般

137 received loss priority prameter 受信損失優先度パラメータ パラメータ

138 receiver 受信側 一般

139 reception status(RS) 受信状態（RS） パラメータ ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞﾌﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀとして

140 Reed-Solomon codes リードソロモン符号 機能 符号化方式の名前

141 request 要求 プリミティブ

142 response 応答 プリミティブ

143 row 行 一般 表の部分の呼び方

144 SAR sublayer SAR サブレイヤ レイヤ レイヤ名

145 SAR-congestion indication (SAR-CI) SAR 輻輳表示（ＳＡＲーＣＩ） パラメータ

146 SAR-Loss priority (SAR-LP) (SLP) SAR-損失優先度 (SAR-LP) (SLP) パラメータ

147 SAR-PCI(Protocol Control Information) SAR-PCI フィールド CPCSとSARのヘッダとトレイラ

148 SAR-PDU header SAR-PDUヘッダ フィールド

149 SAR-PDU payload SAR-PDU ペイロード フィールド SAR-PDU のﾌｨｰﾙﾄﾞ 名

150 SAR-PDU trailer SAR-PDUトレイラ フィールド

151 SAR-PDU(SAR protocol data unit) SAR-PDU (SARﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

152 SAR-SDU(SAR service data unit) SAR-SDU (SARｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ) フレーム

153 SAR-UNITDATA-INVOKE SAR-ユニットデータ-起動 プリミティブ

154 SAR-UNITDATA-SIGNAL SAR-ユニットデータ-通知 プリミティブ

155 segment type(ST) セグメントタイプ（ST） フィールド SAR-PDU のﾌｨｰﾙﾄﾞ 名

156 segmentation/reassembly 分割／組立 機能 SSCSの機能

157 sender 送信側 一般

158 Sequence count シーケンスカウント パラメータ

159 sequence integrity 転送順序保存 機能 レイヤ機能として

160 Sequence Number Protection  (SNP) シーケンス番号保護 フィールド SAR

161 Sequence Number(SN) シーケンス番号(SN) フィールド SAR
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162 service access point(SAP) サービスアクセスポイント(SAP) ポイント

163 service data unit (SDU) サービスデータユニット フレーム

164 service specific CS(SSCS) CSサービス依存部（SSCS） レイヤ レイヤ名

165 signal 通知 プリミティブ プリミティブとして

166 single segment message (SSM) 単一ｾｸﾞﾒﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ (SSM) パラメータ STの種類

167 source clock ソースクロック 一般

168 SRTS(synchronous residual time stamp) SRTS（同期残差ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ) 機能

169 SSCS-PDU SSCS-PDU  (SSCS プロトコルデータユニット) フレーム

170 START 開始 パラメータ

171 state machine 状態遷移、ステ－トマシン 一般

172 STATUS 状態 パラメータ

173 streaming mode ストリーミングモード 機能

174 STRUCTURE 構造化（STRUCTURE ） パラメータ

175 structured data transfer(SDT) 構造化データ転送（SDT ） 機能

176 sublayer 分割／組立サブレイヤ レイヤ

177 submitted loss priority 送出損失優先度パラメータ パラメータ

178 SYNC SYNC 状態 SNアルゴリズムの状態

179 tolerance 許容誤差 一般

180 transparency 透過性 一般

181 user plane ユーザプレーン プレーン

182 VALID 有効 パラメータ

183 valid/invalid 有効／無効 一般

184 variable size 可変長 一般

185 wander ワンダ 一般

186
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